
小学校教師だった福武哲彦が岡山の地で福武書店を創業してから、ベネッセコーポレーション

は今年５５周年を迎えることができました。その中で高校教育事業は、その時代・環境に合わせ、

学校教育の枠組みを大切にしながら、学力向上を目指した受験指導支援を軸に、進路指導支

援に領域を広げてきました。少子高齢化が進み、世界の中で生きる子どもたちに必要な教育

として、何を主眼に置くべきか。このことを、高校生の未来を見据えて教育を実践されている

先生方と共に考えたいと思ったことがこの臨時増刊号発刊のきっかけです。

この１年、さまざまな企業幹部の方と共に研修に参加する機会を得ました。そこで気付いたこ

とが二つあります。一つは、社会の第一線で働く方々は、新入社員を含めた若い世代の個性・

特性に悩むことが多く、ゆえに会社にどんな人材が入社してくるか非常に関心が高いというこ

と。もう一つは、家庭では保護者の立場でもあり、入試制度の変化だけでなく社会を生き抜

くために必要な力の変化に不安を感じているということです。おそらく「教育」に関して、社

会を構成する大人の多くが不安を感じているのではないでしょうか。

学校教育が進むべき方向を、社会の視点、保護者の視点も加味しながら確認、整理し、教

育現場を支える先生方と共に考えたい。「VIEW21」臨時増刊号を媒介として意見交換、議

論を繰り返しながら、将来への道筋を発信し続けたい。そして、私たちベネッセの役割も、

高校と家庭、社会との関係性の中から、再度整理したいと考えています。日本のどこに住む

生徒にも、学校教育、家庭学習への支援を通して、可能な限り高いレベルの教育機会を提

供できるよう努力を続けます。ぜひ忌憚のないご意見をお寄せいただければ幸いです。

ＶＩＥＷ２１臨時増刊号
「学びに向かう高校生をいかに育てるか」
発刊にあたり

ベネッセコーポレーション
教育事業本部　高校教育事業ドメイン長

 山河健二
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学びに向かう高校生を
いかに育てるか
高校と社会のつながりを考えるVo l .1

第1部 「課題と展望」編
Part 1

Part 2

Part 3

Column

Column

データでみる高校生の「学び」に関わる課題
高校生座談会
私たちのやる気─背中を押された瞬間
教育関係者＋企業人座談会
自ら学びに向かう高校生をいかに育てるか
高校生と向き合う「高校現場」の声より
高校教育と共に歩くベネッセコーポレーションの「現場」より
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事例１
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「教科学習」で学びに向かう
模試復習のサポートを通して「自立学習」の定着を促す
「教科外学習」で学びに向かう
実社会とつながる体験型学習で生徒が
「学ぶ楽しさ」を実感する
学びに向かう「土台」づくり
自ら学び、考える力を育てるために─
「語彙・読解力検定」開始
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低

高

気持ちの前向き度合い

勉強の頑張り度合い

気持ちの前向き度合い

勉強の頑張り度合い

中
３

高
１

高
２

高
３

課
題
と
展
望
編

声、学校現場の声、企業人の声を基に考える。

大学入試環境の
変化

大学入試が全体として易化

「学力」に関する
国際動向

日本の高校生のPISA
「読解力」の
スコアが低下

企業の求める
人材像

社会人としての常識、
マナーに加え、
チームワーク力や

問題解決力などを重視

生徒の意欲低下は
大人がパワーをなくしているから
楠本銀次郎

一人がいい加減だと組織は成り立たない
小島和真

「やりたいこと」「やるべきこと」「出来ること」
の三つを重視
杉本雅史

企業人

学びに向かう
高校生を
いかに育てるか

第１部

先生の
アドバイスに
感動！！

科目の得意、不得意で進路を考えていた高校生の「やる気曲線」②
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中
３

高
１

高
２

高
３

低

高

気持ちの前向き度合い

勉強の頑張り度合い

気持ちの前向き度合い

勉強の頑張り度合い

高校生が学びに向かうために、課題となっていることは何か。調査データ、高校生の　

P a r t  1

P. 4

データでみる
高校生の「学び」に
関わる課題

P a r t  3

P. 10

教育関係者＋
企業人座談会

P a r t  2

P. 6

高校生座談会

高校生の意欲曲線
（P.6「高校生座談会」に参加した

生徒アンケートより抜粋）

生徒の実態
勉強しようという気持ちが
わかない高校生は

6 割以上

保護者の実態
生徒の「相談にのってくれる」

保護者が増加

学習指導要領の
改訂

知識・技能の習得に加え、
知識を活用し、思考、判断、
表現する力が重視される

失敗しては再チャレンジを繰り返す中で
目標を見つけてほしい
石黒文雅

「やれば出来る」「夢はかなう」と
軽 し々く言ってはいけない
大沼敏美

自分の専門教科の学問体系を、
自信を持って伝えることも大切
寺島　求

教育関係者

勉強のやり方が
分からない…

高校生のやる気
背中を押された瞬間はいつか

学校と企業が
どう連携していけば良いのか

中学校まで塾中心の勉強をしてきた高校生の「やる気曲線」①
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どうしてこんなことを勉強しなけ
ればいけないのかと思う
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47.4 

41.4 
44.1 

51.1 

66.9

78.0
74.4

78.6

70.2

62.6

48.7 
51.7

41.5 
37.2

27.9 28.8 
32.4 

57.3 57.2 
51.7

56.4

44.0 

35.8

60.2
64.9

61.3

40.0 

51.2 

38.3 47.5 

57.2 
59.8 

Q.親との関係について、次のようなことはあてはまりますか。親子関係（経年比較・学年別） ＊複数回答

困ったときに相談にのってくれる

２００４年
２００９年

いいことをしたときにほめてくれる

２００４年
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40.5 42.1 42.6
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75.6 72.2

61.6
54.9

47.4 44.1

39.634.936.635.7
45.2

52.1

66.4
73.0

「将来なりたい職業がある」と答えた割合

出典／Benesse 教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」（２００９年）
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出典／Benesse 教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」（２００９年）
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学習の取り組み方

出典／Benesse 教育研究開発センター「第２回子ども生活実態基本調査」（２００９年）
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図１

図２

図４

図３

P a r t  1

デ
ー
タ
で
み
る
高
校
生
の「
学
び
」に
関
わ
る
課
題
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■２０００年調査と２００６年調査（読解力）の比較（レベル別の割合）■２０００年調査と２００６年調査（読解力）の比較

２０００年調査
２００６年調査

２００６年調査

４９８点

４９２点

１２位

１５位

５２２点

５００点

８位

８位

日本の得点

ＯＥＣＤ平均

ＯＥＣＤ加盟国中
の順位

全参加国中の
順位

２０００年調査

6.7

企業が大卒者の採用時に重視するスキル

（％）

ＰＩＳＡ調査における日本の結果

出典／「OECD生徒の学習到達度調査（PISA）２００６年調査国際結果の要約」より抜粋
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図６

学力低← →学力高

とても重要

まあ重要

出典／Benesse 教育研究開発センター「社員採用時の学力評価に関する調査（企業対象）」（２００８年９月）
＊文部科学省委託『大学卒業程度の学力を認定する仕組みに対する調査研究』（２００８年１２月）所収

　

小
学
４
年
生
か
ら
高
校
２
年

生
ま
で
の
学
習
の
取
り
組
み
方

を
見
る
と
、
過
半
数
の
高
校
生
が

勉
強
す
る
意
味
が
分
か
ら
ず
、
勉

強
す
る
気
持
ち
が
わ
か
な
い
と

回
答
し
て
い
る
（
図
１
）。
将
来

な
り
た
い
職
業
が
あ
る
高
校
生

は
５
年
前
と
比
べ
て
減
少
し
て

い
る
（
図
２
）。
こ
う
し
た
実
態

の
背
景
と
し
て
、
18
歳
人
口
が
減

少
し
、
大
学
入
試
全
体
が
易
化
傾

向
で
あ
る
こ
と
（
図
３
）
や
、
高

校
入
学
前
ま
で
の
親
子
の
関
わ

り
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
（
図

４
）
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
の
高
校
生
の
読
解
力
は
低
下

傾
向
で
あ
る
（
図
５
）。
読
解
力

は
企
業
採
用
時
に
も
重
視
さ
れ

て
お
り
、
約
半
数
以
上
の
企
業

が
重
要
だ
と
回
答
し
て
い
る
（
図

６
）。
ま
た
、
９
割
以
上
の
企
業

が
重
視
し
て
い
る
力
は
、
社
会
人

と
し
て
の
常
識
・
マ
ナ
ー
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
力
で
あ
る
。

半
数
以
上
の
高
校
生
が

勉
強
す
る
意
味
が
分
か
ら
な
い
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私
た
ち
の
や
る
気
│
背
中
を
押
さ
れ
た
瞬
間

高
校
生
は
ど
の
よ
う
な
時
に
や
る
気
に
な
る
の
か
。
進
研
ゼ
ミ
高
校
講
座
を
受
講
し
て
い
る
高
校
生
６
人
に
、「
教
師
」「
授
業
」「
保
護
者
」

「
友
だ
ち
」
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
の
中
で
「
や
る
気
が
出
た
」
と
感
じ
た
場
面
や
出
来
事
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

高校生座談会

P a r t  2

ヒ
ロ
キ
　
私
立
高
校
２
年
。
横
浜
国
立
大
経
営
学
部

志
望
。
夢
で
あ
る
会
社
経
営
の
実
現
に
向
け
て
公
認

会
計
士
を
目
指
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
つ
ね
に
前
向
き

に
考
え
る
」  

ハ
ル
カ
　
公
立
高
校
３
年
。
吹
奏
楽
部
に
所
属
。
法

学
部
志
望
。
テ
レ
ビ
は
あ
ま
り
見
ず
、読
書
が
趣
味
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
一
日
一
善
」 

ユ
キ
ナ
　
公
立
高
校
３
年
。
合
唱
部
な
ど
複
数
の
部

活
に
所
属
。大
学
は
文
学
部
で
日
本
史
を
学
び
た
い
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
や
る
」 

タ
ク
ヤ
　
公
立
高
校
２
年
。
ギ
タ
ー
や
少
林
寺
拳
法

な
ど
多
趣
味
で
、友
だ
ち
も
多
い
。
埼
玉
大
を
志
望
。

将
来
の
夢
は
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
。
モ
ッ
ト
ー
は

「
何
事
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
」 

│
│
勉
強
に
関
す
る
先
生
の
働
き

掛
け
で
「
自
分
は
変
わ
っ
た
」
と

感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
心
に
残

る
一
言
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

ヒ
ロ
キ　

僕
は
、
厳
し
い
言
葉
を

掛
け
ら
れ
る
と
燃
え
る
タ
イ
プ

で
す
。以
前
、先
生
に「
お
前
た
ち
、

全
然
だ
め
だ
な
」
と
言
わ
れ
た

時
、「
見
て
い
ろ
よ
！　

絶
対
に

成
績
を
上
げ
て
み
せ
る
」
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
先
生

は
僕
た
ち
の
や
る
気
を
引
き
出

す
た
め
に
、
わ
ざ
と
そ
う
言
っ
た

み
た
い
で
す
。
先
生
の
言
葉
で
僕

は
そ
れ
ま
で
以
上
に
勉
強
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
に
反

発
し
て
い
た
友
だ
ち
も
い
た
け

れ
ど
、
先
生
の
指
導
が
良
い
の
は

誰
も
が
認
め
て
い
て
、
み
ん
な
き

ち
ん
と
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。 

ハ
ル
カ　

中
学
時
代
の
話
で
す

が
、
部
活
顧
問
の
先
生
の
厳
し
い

言
葉
遣
い
で
の
指
導
が
つ
ら
く

て
、
勉
強
す
る
気
が
全
く
起
き
な

い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
言
わ
れ

た
通
り
に
出
来
な
い
こ
と
で
ま

た
落
ち
込
ん
で
…
…
。
で
も
、
３

年
生
に
な
っ
て
か
ら
少
し
気
持

ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
え
て
厳

し
い
言
葉
で
伝
え
た
い
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
な
と
分
か
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
指
導
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
先
生
が
私
た
ち

を
一
生
懸
命
に
育
て
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
り
、
今
で
は

そ
の
先
生
に
出
会
え
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

│
│
ど
ん
な
先
生
の
指
導
が
心
に

響
き
ま
す
か
。
ま
た
、
ど
ん
な
授

業
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
か
。

ユ
キ
ナ　

ハ
ル
カ
さ
ん
が
言
っ

た
よ
う
に
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
、
先
生
に
対
し
て
感
じ
る
こ

と
は
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
中
学
時
代
に
は

生
徒
を
褒
め
た
り
、
面
白
い
こ
と

を
言
っ
た
り
す
る
先
生
の
人
気

が
高
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
厳
し

く
て
も
、
授
業
が
分
か
り
や
す
い

先
生
の
方
が
信
頼
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

ヒ
ロ
キ　

生
徒
と
の
距
離
感
も

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
授
業
中
に

雑
談
が
多
い
先
生
が
い
て
、
勉
強

と
は
直
接
関
係
な
い
先
生
自
身

の
体
験
談
が
大
半
だ
け
ど
、
何
げ

な
い
話
か
ら
先
生
が
ど
ん
な
人

な
の
か
が
伝
わ
っ
て
き
て
親
近

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン　

高
校
事
業
部

梅
井
留
美

司
会

参
加
者

高
校
生
　

×
　

教
師

高
校
生
　

×
　

授
業

先
生
に『
だ
め
だ
な
』と
言

わ
れ
、『
見
て
い
ろ
よ
！
』と

燃
え
ま
し
た　
　
　
　
　

ヒ
ロ
キ
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サ
エ
コ
　
私
立
高
校
３
年
。
北
海
道
大
志
望
。
他
人

に
悩
み
を
打
ち
明
け
る
の
が
苦
手
。将
来
の
夢
は「
良

い
お
母
さ
ん
」。
モ
ッ
ト
ー
は
「
清
く
明
る
く
素
直

で
あ
れ
」

ナ
ナ
ミ
　
公
立
高
校
２
年
。
病
気
の
祖
母
を
看
病
し

た
経
験
か
ら
看
護
師
を
目
指
し
、
国
公
立
大
の
看
護

学
部
を
志
望
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
笑
顔
は
一
人
で
は
つ

く
れ
な
い
」 

感
が
わ
き
ま
す
。
授
業
も
分
か
り

や
す
く
、
そ
の
日
の
課
題
が
終
わ

っ
た
ら
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で

雑
談
を
す
る
ん
で
す
。
友
だ
ち
と

「
あ
の
先
生
の
授
業
が
楽
し
み
だ

ね
」
と
、い
つ
も
話
し
て
い
ま
す
。

授
業
も
し
っ
か
り
受
け
よ
う
と

い
う
気
に
な
る
か
ら
み
ん
な
テ

ス
ト
の
点
数
も
良
い
で
す
。 

タ
ク
ヤ　

僕
が
良
い
と
思
う
先

生
は
、
生
徒
の
目
線
を
大
切
に
し

て
い
る
人
で
す
。
そ
う
い
う
先
生

に
は
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
感

じ
て
何
で
も
相
談
し
た
く
な
り

ま
す
。
自
分
の
話
し
た
い
こ
と
だ

け
を
一
方
的
に
話
す
先
生
は
苦

手
で
す
。 

サ
エ
コ　
「
こ
の
子
が
お
気
に
入

り
な
ん
だ
」
と
感
じ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
生
徒
へ
の
態
度
が
ば
ら
ば
ら

な
先
生
は
苦
手
で
す
。

サ
エ
コ　

中
学
時
代
は
塾
に
通

っ
て
い
て
、
学
校
の
勉
強
は
復
習

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
今
の
高
校

は
「
塾
に
通
う
な
」
と
い
う
方
針

な
の
で
す
が
、
自
分
１
人
で
勉
強

を
進
め
る
方
法
が
分
か
ら
ず
、
成

績
も
下
が
り
ま
し
た
。
授
業
で

は
、
勉
強
の
仕
方
も
教
え
て
く
れ

た
ら
い
い
の
に
と
思
い
ま
す
。 

ヒ
ロ
キ　

数
学
の
先
生
が
放
課

後
に
何
で
も
質
問
で
き
る
自
由

参
加
の
補
習
を
開
い
て
く
れ
ま

し
た
。
生
徒
に
好
評
で
、
授
業
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
っ
か
り
し
て
く

れ
る
先
生
は
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
テ
ス
ト
の
後
も
個
別
に
弱
点

を
指
導
し
て
く
れ
た
ら
、
学
力
が

す
ご
く
伸
び
る
と
思
い
ま
す
。 

ナ
ナ
ミ　

現
代
社
会
の
先
生
で
、

小
論
文
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
通
し

て
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
方

法
を
教
え
て
く
れ
た
先
生
が
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
力
は
、
受
験

が
終
わ
っ
て
社
会
に
出
て
か
ら

も
役
立
つ
の
で
授
業
で
も
っ
と

教
え
て
ほ
し
い
で
す
。
こ
の
先
生

は
、
授
業
の
中
で
生
徒
に
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。 

ユ
キ
ナ　

地
理
の
先
生
が
最
初

の
授
業
で
「
地
理
は
受
験
で
は
あ

ま
り
使
わ
れ
な
い
け
ど
、
物
事
に

は
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
り
、
そ

の
中
に
地
理
的
な
見
方
も
あ
る
」

と
話
し
て
く
れ
た
の
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
地
理
を
学
ぶ
意

味
を
理
解
し
て
か
ら
勉
強
に
入

れ
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。 

ハ
ル
カ　

歴
史
の
先
生
は
、
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
や
原
爆
ド
ー
ム
を

見
学
し
た
時
の
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
実
際
に
被
爆
者
か
ら
聞

い
た
話
な
ど
内
容
が
深
く
、
先
生

自
身
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
の

も
伝
わ
っ
て
き
て
、
と
て
も
興
味

深
く
学
べ
ま
し
た
。  

ユ
キ
ナ　

授
業
や
私
た
ち
へ
の

接
し
方
か
ら
感
じ
る
の
で
す
が
、

先
生
に
は
部
活
な
ど
で
と
に
か

く
子
ど
も
と
い
る
の
が
好
き
な

タ
イ
プ
の
先
生
と
、
専
門
の
教
科

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と

に
情
熱
を
燃
や
す
タ
イ
プ
の
先

生
が
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
授
業
を
受
け
る
と
、
ど
ち

ら
の
タ
イ
プ
の
先
生
な
の
か
が

分
か
っ
て
き
ま
す
。
で
も
、
私
た

ち
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
だ
け

で
は
な
く
、
私
た
ち
の
こ
と
を
一

生
懸
命
親
身
に
な
っ
て
見
て
く

ヒロキ

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

低

高

中３で部活に力を「入れすぎた」ため高校受験では第１志望に
合格できず。「絶対に大学は狙ったところに合格してやる！」と
強い気持ちでいる 

や
る
気
曲
線

　
座
談
会
参
加
高
校
生
に

「
勉
強
の
頑
張
り
度
合
い
」
と
「
気
持
ち

の
前
向
き
度
合
い
」
を
今
ま
で
の
人
生
を

振
り
返
っ
て
図
式
化
し
て
も
ら
っ
た
。

　
　
が
「
勉
強
の
頑
張
り
度
合
い
」

　
　
が
「
気
持
ち
の
前
向
き
度
合
い
」

ナナミ

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

低

高

進学校に入学。周りに勉強が出来る人が多く、気後れして勉強
のやる気もダウン。２年生に進級してからは心機一転、頑張ろう
と思っている 

受
験
勉
強
だ
け
で
な
く
、

社
会
に
出
て
も
役
立
つ
こ
と

を
学
び
た
い　
　
　
　
　

ナ
ナ
ミ

大学受験では
失敗したくない！

みんな自分より
勉強できそう…
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れ
て
、
し
か
も
授
業
に
情
熱
の
あ

る
先
生
、
両
方
を
兼
ね
備
え
た
先

生
が
理
想
的
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
皆
さ
ん
の
進
路
を
決
め
る
上

で
、
先
生
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

ナ
ナ
ミ　

私
は
看
護
師
に
な
り

た
い
の
で
す
が
、
担
任
の
先
生
か

ら
「
医
療
系
を
目
指
す
な
ら
医
学

部
が
い
い
」
と
何
度
も
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
看
護
師
と
医
師
は
仕
事

が
全
く
違
う
の
に
、
私
の
気
持
ち

を
聞
い
て
く
れ
ず
、
本
音
で
話
を

す
る
気
が
し
な
く
な
り
ま
し
た
。  

ハ
ル
カ　

悩
み
事
が
あ
る
時
は
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
先
生
の
意

見
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

２
年
生
の
科
目
選
択
で
は
、「
法

学
部
志
望
だ
け
れ
ど
も
、
世
界
史

と
日
本
史
の
ど
ち
ら
を
選
べ
ば

良
い
で
す
か
」
と
先
生
に
質
問

し
て
回
り
ま
し
た
。「
世
界
史
が

後
々
役
立
つ
」「
好
き
な
方
を
選

べ
ば
良
い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
、
結
局
は

自
分
が
好
き
な
日
本
史
を
選
び

ま
し
た
。
違
う
意
見
を
聞
く
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を
踏

ま
え
て
選
べ
た
と
思
い
ま
す
。 

ユ
キ
ナ　

私
は
日
本
史
が
好
き

な
の
で
す
が
理
系
科
目
も
得
意

で
、
親
に
は
「
就
職
に
有
利
だ
か

ら
理
系
に
行
け
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
自
分
は
理
系

だ
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
ら
、
担

任
の
先
生
か
ら
「
君
が
本
当
に
学

び
た
い
の
は
日
本
史
だ
ろ
。
好
き

な
道
を
選
ん
だ
ら
ど
う
だ
」
と
ズ

バ
リ
と
言
い
当
て
ら
れ
た
ん
で

す
。「
な
ぜ
私
の
迷
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
ん
だ
ろ
う
」
っ
て
感

動
し
ま
し
た
。
結
局
、
こ
の
言
葉

に
背
中
を
押
さ
れ
て
文
系
を
選

び
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
理
系
に
進

む
つ
も
り
で
英
語
や
国
語
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
い
た
け
ど
、
今
、

必
死
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
や
る

気
が
出
な
い
時
は
、
あ
の
時
の
先

生
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
ま

す
。

│
│
で
は
、
保
護
者
の
方
に
は
進

路
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
相
談

し
て
い
ま
す
か
。

タ
ク
ヤ　

自
分
は
何
で
も
相
談

す
る
タ
イ
プ
で
す
。
親
を
信
頼
し

て
い
る
の
は
、
中
学
時
代
に
ガ
ツ

ン
と
怒
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
テ
ス
ト
で
良
い
結
果
が

出
ず
、
や
る
気
が
起
き
な
い
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
父

か
ら
２
時
間
も
説
教
を
さ
れ
ま

し
た
。
正
直
、「
早
く
終
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
言
わ
れ
る
こ
と
が
的
を
射

て
い
た
の
で
胸
に
刺
さ
り
ま
し

た
。「
い
い
大
学
に
行
け
な
い
ぞ
」

と
言
わ
れ
た
の
も
効
い
た
け
ど
、

「
親
と
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
う
れ
し

く
て
、
最
も
心
に
響
き
ま
し
た
。

た
だ
、
今
で
は
心
を
入
れ
替
え
て

勉
強
し
て
い
る
の
に
、「
ち
ゃ
ん

と
勉
強
し
ろ
」
と
言
わ
れ
る
の
が

少
し
う
る
さ
い
の
で
す
が
…
…
。 

ユ
キ
ナ　

両
親
と
も
理
系
な
の

で
、
私
が
文
系
を
選
ん
だ
こ
と
を

良
く
思
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

以
前
、
将
来
は
新
聞
記
者
に
な
り

た
い
と
話
し
た
ら
、
冷
や
か
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
親
に
は

学
び
の
気
持
ち
が「
上
が
る
」と
き

●
自
分
が
将
来
希
望
す
る
職
業
に
就
い
て

い
る
人
の
話
を
聞
い
た
と
き

●
給
料
が
大
卒
の
方
が
高
い
と
聞
い
た
と

き●
友
達
に
「
ど
こ
の
大
学
に
行
く
？
」
と

聞
か
れ
、
胸
を
張
っ
て
言
え
な
い
と
き

●
「
お
ま
え
じ
ゃ
無
理
だ
ろ
う
」
と
友
だ

ち
に
言
わ
れ
た
と
き
。
悔
し
く
て
い
つ
か

結
果
で
見
返
し
た
い

●
自
分
が
全
く
出
来
な
い
こ
と
を
周
り
の

人
が
や
す
や
す
と
出
来
る
の
を
見
た
と
き

●
尊
敬
す
る
先
生
の
授
業
は
、
失
望
さ
せ

た
く
な
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
、
テ
ス
ト

で
良
い
点
を
取
る

●
進
級
し
た
り
、
新
し
い
教
科
が
始
ま
る

と
き
は
、
勉
強
す
る
気
に
な
る

●
両
親
に
「
人
並
み
の
努
力
で
は
人
並
み

に
し
か
な
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
き
。

限
界
を
突
破
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た

●
母
が
「
今
頑
張
れ
ば
、
き
っ
と
未
来
は

笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た

学
び
の
気
持
ち
が「
下
が
る
」と
き

●
や
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、
何
を
す
れ
ば

良
い
の
か
分
か
ら
ず
、
や
る
気
が
な
く
な

っ
た

●
一
般
入
試
に
挑
戦
し
た
い
の
に
、
合
格

が
よ
り
確
実
な
系
列
大
学
の
推
薦
入
学
を

母
に
勧
め
ら
れ
、
や
る
気
が
な
く
な
っ
た

●
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
数
学
が
出
来
る
よ

う
に
な
ら
ず
、
ず
っ
と
赤
点
ば
か
り
。
だ

ん
だ
ん
や
る
気
も
な
く
な
っ
て
く
る

●
な
に
か
に
つ
け
て
「
ゆ
と
り
だ
か
ら
」

は
禁
句
。
好
き
で
ゆ
と
り
教
育
を
受
け
て

い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

●
「
黒
板
と
」
授
業
し
て
い
る
先
生
の
授

業
は
つ
ま
ら
な
い

全
国
の
高
校
生
に
聞
い
た

学
び
の
ホ
ン
ネ

高校生対象の進路・学校生活に対する意識調査アンケートの回答より抜粋（高校生向けWEBサイト「Benesse マナビジョン」とインタビューにて実施、実施期
間は２０１０年３～５月、回答数２００）

タクヤ

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

低

高

中学になって学校の勉強についていけず、気持ちも勉強量も下
り坂。中２の時に父親の「お説教」が効いて、勉強のやる気
も気持ちも前向きになり、現在もそれは続いている

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

高
３

ユキナ

低

高

中学・高校と部活や生徒会活動が充実。高校入学後は、学校
生活が楽しく気持ちは常に前向き。高２の時に先生の進路アド
バイスに感動して、一気に勉強のやる気が高まった 

　　が「勉強の頑張り度合い」
　　が「気持ちの前向き度合い」

高
校
生

　

×
　

保
護
者

父
親
の
説
教
２
時
間
コ
ー

ス
、
キ
ツ
か
っ
た
け
ど
効
き

ま
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ク
ヤ

『
君
が
本
当
に
学
び
た
い
の

は
日
本
史
だ
ろ
う
』と
い
う

言
葉
に
感
動　
　
　
　
　

ユ
キ
ナ

父親の説教が
効いた！

先生のアドバイス
に感動！！
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学
校
で
の
出
来
事
は
話
す
け
ど
、

進
路
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
相

談
し
て
い
ま
せ
ん
。

サ
エ
コ　

私
も
親
に
は
勉
強
や

進
路
の
こ
と
は
あ
ま
り
話
し
ま

せ
ん
。
父
は
高
校
時
代
に
全
国
模

試
で
１
位
を
取
っ
た
ほ
ど
頭
が

良
い
の
で
、
私
が
勉
強
で
分
か
ら

な
い
こ
と
を
質
問
し
て
も
、
何

が
分
か
ら
な
い
の
か
が
理
解
で

き
な
い
よ
う
で
す
。
母
は
私
よ

り
も
妹
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
相
談
し
づ
ら
い
し
。

元
々
、
私
は
誰
か
に
相
談
を
す
る

の
が
苦
手
で
、
１
人
で
考
え
る
タ

イ
プ
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
悩
ん
だ
と
き
に
相
談
で
き
る

友
だ
ち
を
高
校
で
つ
く
っ
て
お

か
な
か
っ
た
の
は
失
敗
だ
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

ハ
ル
カ　

よ
く
親
が
一
方
的
に

話
し
掛
け
て
き
て
、
落
ち
込
ん
で

い
る
時
は
「
放
っ
と
い
て
！
」
と

思
い
ま
す
。
特
に
母
親
が
頑
固

で
、
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
話

し
て
も
、「
私
は
こ
う
思
う
」
と

主
張
を
通
そ
う
と
す
る
の
が
つ

ら
い
で
す
。
先
生
か
ら
「
こ
の
参

考
書
が
い
い
」
と
薦
め
ら
れ
た
時

も
、「
他
の
参
考
書
を
や
っ
て
な

い
の
だ
か
ら
必
要
な
い
」
と
言
わ

れ
、
結
局
、
自
分
で
買
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
相
談
は
な
る
べ
く
父
に

し
て
い
ま
す
。 

ヒ
ロ
キ　

僕
も
父
親
と
母
親
で

話
題
を
変
え
て
い
ま
す
。
母
に
は

学
校
で
の
出
来
事
を
話
し
、
父
に

は
時
事
問
題
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
ま
す
。
日
曜
は
父
親
が
料
理

を
作
り
団
ら
ん
の
時
間
を
過
ご

す
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

家
族
と
の
会
話
の
時
間
は
比
較

的
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
僕

は
基
本
的
に
何
で
も
自
分
で
決

め
る
タ
イ
プ
な
の
で
、
進
路
の
相

談
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。
決
め

て
か
ら
話
す
と
、
大
抵
「
分
か
っ

た
、
頑
張
れ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

サ
エ
コ　

私
は
、
第
１
志
望
の
高

校
の
受
験
日
に
体
調
を
崩
し
て

テ
ス
ト
の
出
来
が
悪
く
、
不
合
格

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
塾
に

お
金
が
掛
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
父
に
と
て
も
叱
ら
れ
て
、
悔

し
さ
と
罪
悪
感
か
ら
、
そ
の
時

は
「
絶
対
、
東
大
に
合
格
す
る
か

ら
！
」
と
、
泣
き
な
が
ら
タ
ン
カ

を
切
っ
た
く
ら
い
で
す
。
こ
の
経

験
が
あ
る
か
ら
大
学
受
験
は
絶

対
に
失
敗
し
た
く
な
い
で
す
。
今

は
、
北
海
道
大
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
志
望
が
明
確
に
な
っ
て
か
ら

は
、「
北
海
道
」
と
い
う
文
字
を

見
た
だ
け
で
や
る
気
が
出
ま
す
。 

│
│
友
だ
ち
の
存
在
は
、
皆
さ
ん

の
や
る
気
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
り
ま
す
か
。 

ヒ
ロ
キ　

僕
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
友
だ
ち
に
負
け
た
く
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
す
。
小
学
校
受

験
に
失
敗
し
て
か
ら
、
受
験
に
は

良
い
思
い
出
が
な
く
て
…
…
。
中

学
受
験
は
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
小
６
の
終
盤
に

中
高
一
貫
校
を
受
け
る
こ
と
に

決
ま
り
、
あ
わ
て
て
勉
強
し
た
け

ど
不
合
格
で
し
た
。
中
学
校
生
活

は
吹
奏
楽
部
が
す
ご
く
楽
し
く

て
勉
強
に
身
が
入
ら
ず
、
高
校
受

験
も
失
敗
。
部
の
友
だ
ち
が
み
ん

な
進
学
校
に
合
格
し
、
自
分
だ
け

取
り
残
さ
れ
た
の
が
悔
し
く
て
、

高
１
の
時
に
「
大
学
受
験
は
絶
対

に
成
功
さ
せ
る
」
と
決
意
し
て
、

今
も
や
る
気
が
続
い
て
い
ま
す
。

ハ
ル
カ　

中
学
時
代
は
成
績
は

良
か
っ
た
の
に
、
高
校
で
は
み
ん

な
も
出
来
る
の
で
下
か
ら
数
え

た
方
が
早
い
く
ら
い
で
す
。
勉
強

は
嫌
い
で
は
な
い
け
ど
、
少
し
や

る
気
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
３

年
生
に
な
り
、
友
だ
ち
が
塾
に
通

い
始
め
て
焦
っ
た
け
ど
、
親
か
ら

「
お
金
が
な
い
か
ら
」
と
言
わ
れ

て
、
自
分
で
勉
強
し
よ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。
塾
に
行
か
な
く
て
も

自
分
で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
友

だ
ち
と
「
大
学
に
行
っ
た
ら
、
あ

れ
を
し
よ
う
」
と
、
い
つ
も
話
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
実
現
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
、
私
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

│
│
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
勉
強

や
友
人
関
係
な
ど
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

サエコ

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

高
３

低

高

ハルカ

小
４

小
５

小
６

中
１

中
２

中
３

高
１

高
２

高
３

低

高

ずっと塾に通っていたため、高校になって１人で勉強する方法が
分からず成績が落ち気持ちも下がるが、志望大学がはっきりして
からは、やる気も一段と高まった 

中学の先生の厳しい指導で気持ち・勉強量ともに落ちるが、指
導の意図が理解でき前向きに。今は「１人で勉強を頑張ろう」
と大学受験に向かっている 

高
校
受
験
失
敗
が
悔
し
く

て
『
絶
対
東
大
に
合
格
す

る
か
ら
！
』
と
宣
言
し
た

　
　
　
　

サ
エ
コ

高
校
生
　

×
　

友
だ
ち

友
だ
ち
が
塾
に
通
い
始
め
て

焦
る
け
ど
私
は
１
人
で
頑

張
り
た
い
！　
　
　
　
　

ハ
ル
カ

勉強のやり方が
分からない…

大学受験は
１人で頑張る！！
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自
ら
学
び
に
向
か
う
高
校
生
を
い
か
に
育
て
る
か

高
校
生
一
人
ひ
と
り
の
心
に
火
を
つ
け
、
学
び
に
向
か
わ
せ
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

教
育
関
係
者
と
企
業
人
が
教
育
現
場
と
実
社
会
を
ク
ロ
ス
さ
せ
な
が
ら
、
高
校
教
育
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
語
り
合
う
。

教育関係者＋企業人
座談会

P a r t  3

山
河　

皆
さ
ん
、
本
日
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
、
生
徒
の
「
意
欲
」
を
取
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

毎
年
約
１
０
０
万
人
い
る
高
校

卒
業
者
の
７
割
以
上
が
進
学
し
、

少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、「
全
入
」

状
態
の
大
学
が
増
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
学
び
の
機
会
が
保
障

さ
れ
る
ほ
ど
、「
な
ぜ
学
ぶ
必
要

が
あ
る
の
か
」
と
い
う
生
徒
か
ら

の
問
い
か
け
が
増
え
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
意
欲
が
低
い
ま
ま
進

学
し
て
社
会
に
出
て
、
果
た
し
て

成
長
し
続
け
ら
れ
る
の
か
と
不

安
を
感
じ
ま
す
。
生
徒
、
あ
る
い

は
若
い
社
会
人
の
意
欲
に
関
し

て
課
題
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
率

直
に
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

寺
島　

今
の
高
校
教
育
で
は
、
早

く
か
ら
将
来
の
進
路
や
目
標
を

決
め
る
よ
う
に
仕
向
け
過
ぎ
て

い
る
こ
と
が
、
逆
に
可
能
性
を
狭

め
て
意
欲
を
失
わ
せ
る
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

石
黒　

同
感
で
す
。
確
か
に
高
校

の
進
路
学
習
で
は
、「
ど
の
よ
う

な
仕
事
が
し
た
い
か
」「
ど
の
学

部
に
進
む
か
」
な
ど
、
将
来
の
道

筋
を
見
つ
け
る
よ
う
に
促
し
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
に
向
い
て
い

る
職
業
が
分
か
る
高
校
生
の
方

が
ま
れ
で
す
。
そ
う
し
た
状
態
で

絞
り
込
む
と
、
受
験
も
含
め
て
失

敗
が
一
切
許
さ
れ
な
い
と
い
う

気
分
に
な
り
、
少
し
つ
ま
ず
い
た

だ
け
で
「
も
う
だ
め
だ
」
と
あ
き

ら
め
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
こ
れ

で
は
、
じ
っ
く
り
構
え
て
学
ぶ
気

持
ち
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
当

は
、
多
く
の
出
会
い
を
体
験
し
、

失
敗
し
て
は
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

繰
り
返
す
中
で
、
目
標
や
適
性
を

見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

山
河　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
本

来
、
進
路
学
習
は
将
来
の
可
能
性

が
ど
ん
ど
ん
広
が
る
「
末
広
が

り
」
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
現
実
は
、
文
理
選
択
な
ど

に
よ
っ
て
進
路
を
収
束
さ
せ
て

い
ま
す
。
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る

意
欲
に
関
す
る
課
題
の
所
在

「天職」を
誤解させない

石黒文雅
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の
か
、
当
社
の
入
社
試
験
の
面
接

で
は
、
多
く
の
学
生
が
狭
い
視
野

で
自
分
の
将
来
の
シ
ナ
リ
オ
を

話
す
の
が
気
に
掛
か
り
ま
す
。

楠
本　

確
か
に
新
入
社
員
の
多

く
が
、「
こ
の
仕
事
を
し
た
い
」

と
い
う
限
定
的
な
希
望
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
そ
の
通

り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
会
社
が
本

人
も
気
づ
か
な
い
能
力
を
見
い

だ
し
、
異
動
さ
せ
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
す
。
私
も
人
事
希
望
で
し

た
が
、
ず
っ
と
営
業
職
を
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。

石
黒　

ど
の
よ
う
な
環
境
で
も

頑
張
り
切
れ
る
人
が
生
き
残
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
も
思
い

ま
す
。
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で

頑
張
っ
て
み
て
、
何
か
を
見
つ
け

て
は
じ
め
て
天
職
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
校
時

代
に
「
こ
れ
が
自
分
の
天
職
」
と

誤
解
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

楠
本　

生
徒
の
意
欲
低
下
は
、
大

人
が
パ
ワ
ー
を
な
く
し
て
い
る

こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
日
本
の
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
波
に
押
さ
れ
て
自
信
を
失

い
か
け
、
政
治
も
ぐ
ら
つ
い
て
い

ま
す
。
高
校
生
は
そ
う
し
た
大
人

の
不
安
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。
企
業
と
し
て
も

っ
と
頑
張
り
、
常
に
胸
を
張
っ
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
改
め

て
思
い
ま
す
。

大
沼　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
仕
事
の
高
度
化
が
進
み
、
企
業

が
新
入
社
員
に
求
め
る
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
る
気
も
し
ま
す
。

そ
の
要
求
が
高
校
現
場
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

山
河　

雇
用
問
題
が
教
育
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
と
り
わ
け
就
職
難
の
近
年

は
、
就
職
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
が
現
状
で
す
。

小
島　

採
用
の
話
を
し
ま
す
と
、

私
が
面
接
で
最
も
重
視
す
る
の

は
、
優
秀
か
ど
う
か
で
は
な
く
、

「
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
か
」「
部

下
に
し
た
い
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
「
何
か
持

っ
て
い
そ
う
だ
」
と
い
う
こ
と
を

感
じ
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

杉
本　

そ
の
人
の
良
さ
を
い
か

に
見
つ
け
て
引
き
出
す
か
と
い

う
視
点
を
重
視
す
る
の
は
、
当
社

も
同
じ
で
す
。

山
河　

今
の
生
徒
は
、
一
対
一
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
慣
れ

過
ぎ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

例
え
ば
生
徒
へ
の
講
演
で
は
、
全

体
に
向
け
た
話
を
自
分
の
こ
と

に
置
き
換
え
て
解
釈
す
る
力
が

落
ち
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

寺
島　

確
か
に
、
人
の
話
を
聴
く

態
度
や
斟し

ん

酌し
ゃ
く

す
る
理
解
力
は
弱

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

杉
本　

一
対
一
に
慣
れ
て
い
る

こ
と
と
関
係
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
若
い
社
員
は
そ
つ
な
く

仕
事
を
こ
な
し
て
も
、
周
囲
を
巻

き
込
む
力
が
弱
い
。
こ
れ
は
仕
事

が
出
来
る
人
間
で
も
同
じ
で
す
。

山
河　

自
分
が
話
せ
ば
、
人
は
必

ず
聴
く
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。「
人
は
自
分
の

話
な
ど
聴
き
や
し
な
い
」
と
い
う

認
識
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
沼　

保
護
者
に
も
一
対
一
の

ニ
ー
ズ
が
強
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
受
け
て
成
績
表
を
保
護
者
に

送
付
し
た
り
、
個
別
に
面
談
し
た

り
す
る
大
学
も
あ
り
ま
す
。
学
校

教
育
は
集
団
で
の
指
導
が
基
本

だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
対
一
の
応

対
を
し
な
い
と
、
生
き
残
れ
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
の
も
現
実
で
す
。

杉
本　

保
護
者
の
介
入
が
増
え

た
の
は
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
大
学
院
を
修
了
し

た
新
入
社
員
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が

参
加
者

◎
教
育
関
係
者

◎
企
業
人

◎
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

そつなく仕事をこなすが、
周囲を巻き込む
力が弱い

杉本雅史

株
式
会
社
東
芝

社
会
シ
ス
テ
ム
社　
企
画
部

小
島
和
真

K
o

jim
a

 K
a

z
u

m
a

s
a

日
本
通
運
株
式
会
社

営
業
企
画
部

楠
本
銀
次
郎

K
u

s
u

m
o

to
 G

in
jiro

東
京
都
立
西
高
校

寺
島

　

求

T
e

r
a

s
h

im
a

 M
o

to
m

u

山
形
県
教
育
庁

高
校
教
育
課

大
沼
敏
美

O
o

n
u

m
a

 T
o

s
h

im
i

福
岡
県・

私
立
筑
陽
学
園
高
校

石
黒
文
雅

Is
h

ig
u

ro
 F

u
m

im
a

s
a

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社

ヘ
ル
ス
ケ
ア
カ
ン
パニ
ー

杉
本
雅
史

S
u

g
im

o
to

 M
a

s
a

s
h

i

株
式
会
社

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン

教
育
事
業
本
部

高
校
教
育
事
業
ド
メ
イ
ン

山
河
健
二

Y
a

m
a

k
a

w
a

 K
e

n
ji
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あ
る
と
「
一
体
、
会
社
は
ど
ん
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
」
と
保
護

者
が
出
て
き
ま
す
。

石
黒　

そ
れ
は
教
師
の
世
界
も

同
じ
で
す
。
新
任
教
師
の
保
護
者

が
学
校
に
来
て
「
ど
う
い
う
新
人

教
育
を
し
て
い
る
の
か
」
と
詰
め

寄
る
場
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

寺
島　

今
の
生
徒
は
、
粘
り
強
さ

と
い
う
点
に
も
課
題
を
感
じ
ま

す
。
数
学
の
定
期
考
査
で
は
、
難

度
の
高
い
２
割
の
問
題
を
最
初

か
ら
解
か
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。

大
学
入
試
で
あ
れ
ば
一
つ
の
戦

術
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
こ
そ
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
育
て

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

石
黒　

教
師
が
良
か
れ
と
思
っ

て
厳
し
く
教
科
指
導
を
行
う
と
、

「
自
分
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な

い
」
と
誤
解
し
て
自
信
を
失
う
生

徒
も
目
に
つ
き
ま
す
。
悔
し
さ
か

ら
奮
起
す
る
気
持
ち
が
弱
ま
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
知
的
飢
餓

体
験
が
な
く
て
、
ハ
ー
ド
ル
を
下

げ
て
満
腹
感
を
味
わ
う
こ
と
に

慣
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ

は
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
に
も
い

え
る
こ
と
で
す
。
う
そ
で
も
良
い

か
ら
「
大
丈
夫
だ
」
と
言
わ
れ
て

現
状
肯
定
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
よ
う
で
す
。
進
路
選
択

に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
ね
。

山
河　

自
立
と
は
、
自
分
と
社
会

と
の
関
係
を
自
力
で
作
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

高
校
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で

の
自
立
を
促
す
指
導
も
大
切
に

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

大
沼　

そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
、

世
界
史
の
教
師
が
少
し
勉
強
か

ら
離
れ
、
歴
史
学
習
が
社
会
と
ど

う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
話
す

こ
と
が
、
自
分
と
社
会
と
の
関
係

を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
学

習
の
動
機
付
け
に
も
な
り
ま
す
。

そ
う
い
う
話
を
す
る
教
師
は
魅

力
的
に
映
り
、
周
囲
に
生
徒
が
集

ま
り
ま
す
。
生
徒
は
そ
の
辺
り
に

非
常
に
敏
感
で
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
自
立
を
考
え
る

時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、

学
力
中
下
位
層
へ
の
支
援
で
す
。

比
較
的
単
純
な
仕
事
が
減
り
、
あ

る
程
度
勉
強
す
れ
ば
、
誰
で
も
安

定
し
た
職
を
得
ら
れ
る
時
代
で

は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今

後
、
こ
う
し
た
層
の
生
徒
が
自
立

し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

寺
島　

生
徒
の
学
習
状
況
に
課

題
の
あ
る
高
校
ほ
ど
、
部
活
動
の

加
入
率
は
低
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
元
々
の
意
欲
の
低
さ
が
関
係

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
生
徒
を
変
え
る
に

は
、
ま
ず
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
以
前
、
就
職
す
る

生
徒
が
多
い
専
門
高
校
で
数
学

を
教
え
て
い
た
時
、
テ
ス
ト
は
教

科
書
レ
ベ
ル
の
易
し
い
問
題
に

限
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
80
点
く

ら
い
取
れ
る
と
、
段
々
と
や
る
気

が
出
て
く
る
。
文
化
祭
を
自
由
に

企
画
さ
せ
、「
学
校
の
た
め
に
役

立
っ
た
」
経
験
を
持
た
せ
た
り

も
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
就
職

し
、
や
が
て
結
婚
し
て
家
庭
に
入

る
女
子
生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、

「
頑
張
れ
ば
何
と
か
出
来
る
」
と

い
う
自
信
を
持
っ
て
母
親
に
な

っ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
実

際
、
中
学
時
代
に
失
わ
れ
た
自
信

を
取
り
戻
し
て
卒
業
し
た
生
徒

も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

楠
本　

企
業
も
同
様
で
、
新
入
社

員
は
基
本
的
に
褒
め
て
育
て
ま

す
。
仕
事
を
任
せ
て
陰
で
支
え
、

成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
と
、
ど
ん

ど
ん
意
欲
的
に
な
り
ま
す
。
た

だ
、
放
っ
て
お
い
て
も
出
来
る
人

も
い
ま
す
が
、
全
員
が
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
状
況
を
見
な
が
ら

支
援
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

杉
本　

自
分
の
価
値
観
を
し
っ

か
り
確
立
で
き
て
い
れ
ば
、
自
分

の
状
況
を
把
握
し
て
気
持
ち
が

揺
れ
に
く
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
島　

そ
う
で
す
ね
。
特
に
高

校
生
と
い
う
多
感
な
時
期
に
は
、

「
自
分
の
軸
」
を
作
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

私
の
場
合
、
高
校
の
先
生
が
言

っ
て
い
た
「O

ne for all, all for 
one

」
と
い
う
言
葉
が
心
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
人
が
い
い
加
減

だ
と
、
組
織
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
今
の
仕
事
で
も
組
織
力
を
大

事
に
し
、「
み
ん
な
楽
し
そ
う
に

働
い
て
い
ま
す
ね
」「
目
標
に
向

け
て
団
結
し
て
い
ま
す
ね
」
と
い

学
校
と
社
会
を
つ
な
ぐ
た
め
に

多感な時期には、
「自分の軸」をつくることを
大切にしてほしい

小島和真
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っ
た
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
と

て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

大
沼　

社
会
が
複
雑
化
し
て
生

徒
に
求
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

学
校
・
家
庭
・
社
会
が
役
割
分
担

す
る
の
で
は
な
く
、
つ
な
が
り

を
重
視
す
る
必
要
も
あ
る
で
し

ょ
う
。「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

と
盛
ん
に
言
わ
れ
ま
す
が
、
学
校

内
に
招
く
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒

が
学
校
の
外
に
出
て
、
教
師
や
保

護
者
以
外
の
社
会
人
と
接
す
る

機
会
が
も
っ
と
必
要
だ
と
感
じ

ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
ぜ
ひ
教
師
も
一
緒

に
外
に
出
て
い
た
だ
き
た
い
。
生

徒
と
は
違
っ
た
視
点
で
社
会
を

見
て
、
そ
れ
を
生
徒
に
語
っ
て
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら
。

山
河　

地
域
や
企
業
と
協
力
し
、

そ
こ
で
人
々
が
ど
う
生
き
て
い

る
か
を
体
感
さ
せ
て
あ
げ
た
い

も
の
で
す
ね
。

杉
本　

自
分
の
子
ど
も
の
頃
を

振
り
返
る
と
、
近
所
の
人
か
ら
叱

ら
れ
る
経
験
が
多
か
っ
た
気
が

し
ま
す
。
そ
う
し
た
役
割
も
学
校

に
任
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
と
、

や
は
り
学
校
だ
け
に
過
度
の
期

待
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

我
々
も
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
環
境

活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
へ
の
支
援

な
ど
が
中
心
で
し
た
。
教
育
の
重

要
性
を
考
慮
す
る
と
、
も
っ
と
学

校
や
地
域
社
会
に
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
子
ど
も

に
活
動
を
通
じ
た
実
体
験
が
あ

れ
ば
、
詰
め
込
み
学
習
と
は
違

い
、「
必
要
だ
か
ら
や
る
」
と
感

じ
て
、
粘
り
強
さ
が
生
ま
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

楠
本　

当
社
で
は
某
大
学
の
付

属
高
校
の
生
徒
を
招
き
、
仕
事
の

体
験
談
を
話
し
た
り
す
る
取
り

組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後
も

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

寺
島　

職
場
体
験
で
き
る
生
徒

数
が
限
ら
れ
る
な
ら
、
高
校
か
ら

直
接
社
会
に
出
る
層
を
優
先
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
高
校
は

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
一
方
で
、
教
科
の
魅
力
、
学

問
の
面
白
さ
を
も
っ
と
伝
え
る

必
要
も
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

楠
本　

確
か
に
企
業
に
入
る
と

一
定
量
の
教
養
が
不
可
欠
で
す
。

「
も
っ
と
勉
強
す
れ
ば
良
か
っ

た
」
と
い
う
の
は
、
後
か
ら
気
づ

く
も
の
で
す
が
。

　

例
え
ば
、
最
近
は
文
系
の
社
員

に
も
数
学
の
発
想
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
自
主
的
に
学
ぶ
よ
う
に

啓
蒙
し
て
い
ま
す
。

小
島　

私
も
同
意
見
で
す
。
日
本

史
、
特
に
現
代
に
つ
な
が
る
変
革

期
で
あ
る
近
代
史
の
知
識
は
、
世

界
の
中
の
日
本
を
把
握
す
る
上

で
重
要
で
す
か
ら
、
諸
先
輩
方
は

独
学
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
の
指

導
を
強
化
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、

ベ
ネ
ッ
セ
が
補
完
す
る
と
い
う

方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

杉
本　

私
た
ち
も
こ
の
一
年
間
、

一
般
教
養
を
鍛
え
直
す
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
中
で
外
国
人
と
も
ビ
ジ
ネ

ス
を
す
る
機
会
が
増
え
、
一
般
教

養
は
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
社
会
に

出
る
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
更
に

重
要
に
な
る
は
ず
で
す
。

寺
島　

高
校
の
先
生
方
が
元
気

を
失
っ
て
い
る
要
因
に
は
、
教
科

指
導
が
受
験
目
的
で
し
か
な
い

と
、
世
間
か
ら
批
判
的
に
見
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
受
験
に
捉
わ
れ
ず
、
自
分
の

専
門
教
科
の
学
問
体
系
を
、
自
信

を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
も
、
生
き

る
力
を
育
て
る
の
と
同
じ
く
ら

い
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教科に関するアンケート　　ベネッセ　２０１０年４月図１

生
物

地
学

化
学

物
理

倫
理

現
代
社
会

政
治
・
経
済

地
理

世
界
史

日
本
史

英
語

数
学

国
語

高校生「高校卒業後も役に立つと思う教科・科目を３つ選んで
下さい」（高１～高３　回答人数=196）
社会人「高校時代にもっと勉強しておけばよかった教科・科目を
３つ選んで下さい」（２５歳～４９歳　回答人数=206)
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学校・家庭・社会が
役割分担するのではなく、
つながる必要がある

大沼敏美
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山
河　

社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
力
、
そ
し
て
今
後
の
高

校
教
育
で
特
に
大
切
に
す
べ
き

こ
と
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

大
沼　

生
徒
に
は
学
び
続
け
る

力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
し
な
や
か
さ
」
が
あ

れ
ば
何
と
か
な
る
と
。

杉
本　

人
生
や
仕
事
に
は
、
元
々

正
解
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
で

は
、
正
解
の
な
い
中
で
も
が
き
苦

し
み
、
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
交

渉
し
、
方
向
性
を
見
い
だ
す
作
業

の
連
続
で
す
。
そ
こ
で
必
要
と
さ

れ
る
精
神
力
の
鍛
錬
も
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

楠
本　

高
校
で
の
手
厚
い
支
援

を
見
聞
き
す
る
と
、
深
く
感
心
す

る
一
方
で
、「
そ
れ
ほ
ど
甘
や
か

さ
な
く
て
も
…
…
」
と
も
感
じ
ま

す
。
努
力
せ
ず
、
後
に
な
っ
て
失

敗
に
気
づ
く
こ
と
も
、
本
人
に
と

っ
て
は
悪
い
経
験
で
は
な
い
は

ず
で
す
。
こ
れ
は
少
し
厳
し
い
発

想
で
し
ょ
う
か
。

小
島　

そ
の
よ
う
な
教
育
に
転

換
し
た
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
人
間
が

減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

寺
島　

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
自
主

性
を
育
て
る
か
は
、
高
校
教
育
の

永
遠
の
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
。
生

徒
の
自
主
性
が
弱
ま
り
つ
つ
あ

る
中
で
、「
や
ら
さ
れ
て
い
る
勉

強
は
勉
強
で
は
な
い
」
と
、
あ
く

ま
で
も
自
主
性
に
こ
だ
わ
る
教

師
も
い
ま
す
。
そ
の
意
見
は
も
っ

と
も
で
す
が
、
放
っ
て
お
け
ば
大

学
受
験
に
失
敗
す
る
可
能
性
が

高
い
。
基
礎
力
が
な
い
か
ら
、
浪

人
し
て
も
合
格
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
保
護
者
の
間
で

「
面
倒
見
の
悪
い
高
校
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
か
ね
ま
せ

ん
。「
本
当
は
自
立
さ
せ
た
い
の

に
手
を
離
せ
な
い
」
と
い
う
状
況

が
、
多
く
の
高
校
が
抱
え
る
ジ
レ

ン
マ
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

小
島　

高
校
に
多
く
を
求
め
る

の
は
、
生
徒
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
も
同
じ
な
の
で
す
か
。

石
黒　

そ
う
い
う
側
面
は
あ
り

ま
す
。「
預
け
る
か
ら
何
と
か
し

て
」
と
い
う
意
識
の
保
護
者
も
確

か
に
い
ま
す
。「
朝
食
を
と
る
よ

う
に
指
導
し
て
」
と
い
う
要
望
す

ら
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

大
沼　

日
本
で
は
学
校
が
面
倒

を
見
な
け
れ
ば
、
教
育
格
差
が
生

じ
る
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
経
済
力
が
あ
れ
ば
、
塾
に

通
え
る
。
で
は
、
塾
に
通
え
な
い

生
徒
の
面
倒
は
誰
が
見
る
の
か

と
い
う
と
、
学
校
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
家
庭
に
任
せ
き
り
に
す

る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
す
。

　

た
だ
、
す
べ
て
の
高
校
が
同
じ

方
針
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
自
主
性
を
重
ん
じ
る
高

校
、
面
倒
見
の
良
い
高
校
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
良
い
。
選
択
肢

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
は
、
生
徒

や
保
護
者
に
と
っ
て
も
悪
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

楠
本　

そ
う
で
す
ね
。
日
本
で
は

教
育
の
選
択
肢
が
あ
ま
り
に
も

少
な
い
。
高
校
も
大
学
も
、
偏
差

値
で
選
ぶ
生
徒
が
大
半
で
す
。

　

企
業
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の

協
働
に
よ
っ
て
多
様
性
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校
教

育
も
選
択
肢
を
増
や
し
て
多
様

な
学
び
を
提
供
す
る
方
が
、
社
会

的
に
有
用
な
人
材
が
育
ち
、
結
果

的
に
自
主
性
も
芽
生
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
と

し
て
は
自
主
的
に
学
び
、
高
校
で

失
敗
し
た
ら
大
学
、
大
学
で
失
敗

し
た
ら
社
会
で
や
り
直
せ
ば
い

い
と
い
う
前
向
き
な
発
想
を
応

援
し
た
い
気
持
ち
で
す
。

大
沼　

確
か
に
「
自
分
で
選
択
し

て
決
め
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と

は
、「
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
感
覚
と
共
に
、
本
人

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
重
要
な
要

素
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
島　

そ
の
よ
う
な
自
主
的
な

生
徒
を
育
て
る
に
は
、
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
出
来
る
環
境
も
不
可
欠

で
す
。
例
え
ば
、
専
門
学
校
志
望

で
教
科
学
習
を
あ
ま
り
し
て
い

な
い
生
徒
が
大
学
進
学
を
希
望

し
た
時
、
学
び
直
し
が
出
来
る
か

と
言
え
ば
、
高
校
の
固
定
さ
れ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
は
難
し

い
。
そ
う
い
う
時
こ
そ
、
一
対
一

の
粘
り
強
い
サ
ポ
ー
ト
が
求
め

ら
れ
ま
す
し
、
ベ
ネ
ッ
セ
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
も
意
義
が
増
す
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
河　

実
際
、
学
び
直
し
の
教
材

は
好
評
で
す
。「
や
れ
ば
出
来
る
」

で
は
な
く
、「
や
っ
た
ら
出
来
た
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
分
か
る

喜
び
を
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力

教科の魅力、
学問の面白さを
もっと生徒に伝えたい

寺島　求
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ち
で
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

進
研
ゼ
ミ
は
教
科
書
対
応
を
重

視
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
に
な

り
、「
子
ど
も
を
そ
の
気
に
さ
せ

る
」
こ
と
が
、
よ
り
大
切
で
は
な

い
か
と
い
う
視
点
で
教
材
の
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
沼　

厳
密
に
言
え
ば
、「
や
っ

た
ら
出
来
た
、
こ
と
も
あ
っ
た
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
（
笑
）。
大

人
は
、「
や
れ
ば
出
来
る
」「
夢
は

か
な
う
」
と
、
軽
々
し
く
言
っ
て

は
い
け
な
い
と
、
私
は
思
い
ま

す
。
厳
し
い
言
い
方
で
す
が
、
誰

で
も
や
れ
ば
出
来
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
重

視
の
考
え
方
を
大
事
に
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

寺
島　

皆
さ
ん
の
企
業
は
、
プ
ロ

セ
ス
で
は
な
く
、
結
果
重
視
で
し

ょ
う
か
。

楠
本　

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
成
果
ば
か
り
を
見
る
の
で

は
な
く
、
協
働
作
業
が
き
ち
ん
と

出
来
て
い
る
か
、
指
示
の
通
り
に

動
い
て
い
る
か
、
ま
た
、
前
向
き

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
や
り
抜
い
た

か
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
も
重
視

し
ま
す
。

杉
本　

社
会
生
活
を
充
実
さ
せ

る
上
で
、「
や
り
た
い
こ
と
」「
や

る
べ
き
こ
と
」「
出
来
る
こ
と
」

の
三
つ
を
重
視
し
て
い
ま
す
（
図

２
）。
そ
れ
ぞ
れ
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
広
げ
て
、
三
つ
の
輪
が
交
わ
る

部
分
を
大
き
く
し
て
い
く
と
、
仕

事
や
生
活
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
校
生
活
に
置
き
換
え

て
も
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

大
沼　

私
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
生
徒
に
話
し
て
い
ま

す
。
学
校
で
い
え
ば
、
や
り
た
い

こ
と
は
志
望
校
な
ど
の
目
標
、
や

る
べ
き
こ
と
は
勉
強
、
出
来
る
こ

と
は
教
科
学
力
。「
医
学
部
に
入

り
た
い
」
と
い
う
目
標
だ
け
大
き

く
て
も
、
他
の
二
つ
が
不
足
し
て

い
れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

　
「
出
来
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
し
ょ

う
。
苦
し
い
勉
強
や
忍
耐
も
求
め

ら
れ
ま
す
。

石
黒　

そ
う
で
す
ね
、
英
語
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
ら
、
暗

唱
、
音
読
な
ど
地
道
な
ド
リ
ル
の

蓄
積
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

山
河　

部
活
動
な
ら
「
レ
ギ
ュ
ラ

ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
目
標
が

あ
る
か
ら
何
回
で
も
腹
筋
が
出

来
る
。
そ
れ
が
勉
強
に
な
る
と
、

す
ぐ
に
放
り
投
げ
て
し
ま
う
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

寺
島　

そ
こ
に
教
え
方
の
工
夫

が
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
本

質
は
変
え
ず
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
を
変
え
る
。
そ
れ
を
教
師
全

員
が
心
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

山
河　

目
標
に
向
け
て
耐
え
る
、

学
び
続
け
る
、
人
の
話
に
し
っ
か

り
耳
を
傾
け
る
…
…
。
先
生
方

が
、
こ
う
し
た
人
間
と
し
て
の
土

台
が
出
来
て
こ
そ
、
教
科
学
力
が

伸
び
る
と
い
う
考
え
で
指
導
さ

れ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
企
業
の
皆
さ
ん
が
示
さ

れ
た
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
と

方
向
性
が
一
致
し
て
い
る
と
い

う
感
想
も
持
ち
ま
し
た
。
今
後
も

教
育
現
場
と
社
会
の
つ
な
が
り

を
強
化
さ
せ
、
生
徒
を
学
び
に
向

か
わ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

仕事のやりがいを大きくする方法図２

やりたいこと

三つの交わりを
大きくすることで
仕事が充実する

出来る
こと

やるべき
こと

「やれば出来る」から
「やったら出来た」

山河健二

いつでもやり直せるという
前向きな発想を
応援したい

楠本銀次郎
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高
校
生
と
向
き
合
う「
高
校
現
場
」の
声
よ
り

高

Column

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
読
者
の
先
生
方
に
、
生
徒
を
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た
め
の
手
立
て
を
聞
い
た
。

●
や
は
り
授
業
。
生
徒
に
学
ぶ
楽

し
さ
、
喜
び
が
伝
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
生
徒
の
気
持
ち
が
変
化
し
て

い
く
の
だ
と
思
う
。〈
静
岡
県
〉

＊

●
生
徒
に
応
じ
て
、
当
面
の
到
達

目
標
、
実
践
目
標
を
具
体
的
に
示

す
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
到
達

で
き
た
ら
褒
め
る
。
出
来
な
け
れ

ば
、
厳
し
く
指
導
す
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
生
徒
が
目
標
を
見

失
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ

と
が
大
切
。
達
成
感
が
あ
れ
ば
次

も
頑
張
れ
る
は
ず
。〈
佐
賀
県
〉

＊

●
努
力
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う

実
感
を
持
た
せ
る
こ
と
。
夢
を
志

へ
と
育
て
、
仲
間
と
行
動
を
と
も

に
す
る
こ
と
で
、
未
来
は
予
想
を

超
え
た
も
の
に
な
る
と
、
励
ま
し

続
け
る
こ
と
。〈
宮
城
県
〉

＊

●
「
無
理
」
と
か
「
駄
目
」
と

い
う
指
導
を
し
な
い
。「
出
来
る
」

と
励
ま
し
続
け
る
。〈
千
葉
県
〉

＊

●
生
徒
に
自
信
を
付
け
さ
せ
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
入
学
直
後
か
ら
与
え

続
け
る
。
必
要
な
模
試
の
受
験
を

促
し
、
事
前
事
後
指
導
を
継
続
す

る
こ
と
で
、
徐
々
に
そ
の
気
に
さ

せ
る
。
１
回
や
２
回
の
講
演
会
や

集
会
で
生
徒
を
そ
の
気
に
さ
せ

る
こ
と
は
出
来
な
い
。〈
新
潟
県
〉

＊

●
目
標
を
安
易
に
下
げ
な
い
よ

う
に
、
常
に
励
ま
す
。
伸
び
た
と

こ
ろ
を
褒
め
る
。〈
愛
知
県
〉

＊

●
現
状
よ
り
も
高
い
目
標
そ
の

も
の
を
知
ら
な
い
場
合
も
多
い

の
で
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
立
大
志

望
者
は
地
元
志
向
が
強
い
が
、
関

東
の
難
関
国
立
大
に
も
目
を
向

け
さ
せ
た
い
。〈
茨
城
県
〉

＊

●
目
標
は
、
上
げ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
絶
対
下
げ
て
は
な
ら
な
い

と
伝
え
る
。〈
秋
田
県
〉

＊

●
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
を
常
々

説
く
。
高
い
レ
ベ
ル
で
努
力
し
て

き
た
人
の
周
り
に
は
高
い
レ
ベ

ル
の
人
が
集
ま
る
、
良
い
出
会
い

を
し
た
け
れ
ば
自
分
が
ひ
た
む

き
に
努
力
す
る
人
に
な
れ
と
生

徒
に
言
っ
て
い
る
。
素
敵
な
人
に

出
会
い
た
け
れ
ば
、
自
分
が
素
敵

な
人
に
な
れ
と
。「
君
の
実
力
な

ら
、
○
○
大
学
に
行
か
な
い
と
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
い
方
で

は
生
徒
は
な
か
な
か
そ
の
気
に

は
な
ら
な
い
。「
君
は
、
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
環
境
に
身
を
お
く

べ
き
資
質
や
能
力
を
持
っ
て
い

る
！
」
と
信
じ
て
真
顔
で
説
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。〈
滋
賀
県
〉

＊

●
本
校
は
推
薦
で
勝
負
す
る
生

徒
が
多
い
の
で
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
１

ラ
ン
ク
上
の
学
校
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
せ
る
。〈
静
岡
県
〉

＊

●
高
い
目
標
を
常
に
語
り
続
け

る
こ
と
。
そ
の
意
味
で
教
員
は
勉

強
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

〈
福
島
県
〉

A.
生
徒
に
自
信
を
付
け
さ
せ
る

Q.
生
徒
に
現
状
よ
り
も
高
い
目
標
に
「
挑
戦
」さ
せ
る
た
め
に
、

先
生
が
心
掛
け
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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＊

●
具
体
的
に
ど
の
教
科
の
ど
の

あ
た
り
を
強
化
す
れ
ば
生
徒
の

力
を
一
段
階
上
げ
ら
れ
る
か
を

示
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
高
い
目
標
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
か
を
示
す
こ
と

だ
と
思
う
。〈
兵
庫
県
〉

＊

●
授
業
で
も
定
期
考
査
で
も
、
や

や
難
し
め
な
問
題
を
提
示
し
、
現

状
に
満
足
、
安
心
さ
せ
な
い
よ
う

に
意
識
し
て
い
る
。〈
宮
城
県
〉

＊

●
「
出
来
る
か
ど
う
か
は
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
高
い
目

標
が
な
け
れ
ば
進
歩
（
学
力
向

上
）
な
し
」
と
話
す
。〈
広
島
県
〉

＊

●
現
任
校
で
は
、
引
っ
張
り
上
げ

て
、
更
に
背
中
を
押
し
て
あ
げ
な

い
と
な
か
な
か
挑
戦
を
し
な
い
。

面
談
に
時
間
を
か
け
て
、
先
輩
た

ち
の
成
功
例
を
話
し
た
り
し
て
、

自
分
に
も
出
来
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
挑
戦
す
る
気
持
ち

が
萎
え
な
い
よ
う
に
、
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
も
先
輩
の
例
な

ど
を
紹
介
し
て
い
る
。〈
三
重
県
〉

＊

●
「
頻
繁
な
声
掛
け
」
こ
れ
に
尽

き
る
。
い
つ
も
見
て
い
る
こ
と
を

生
徒
に
意
識
さ
せ
る
に
は
、
個
別

の
声
掛
け
が
欠
か
せ
な
い
。
担
任

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
通
し
て
、

高
い
意
識
を
持
た
せ
る
努
力
を

す
る
こ
と
が
教
員
の
使
命
の
一

つ
だ
と
考
え
て
い
る
。〈
山
形
県
〉

＊

●
「
模
試
を
受
け
る
前
」
の
声
掛

け
と
「
模
試
を
受
け
た
後
」
の
声

掛
け
が
大
切
。
特
に
結
果
返
却
に

際
し
て
は
、
な
る
べ
く
出
来
た
教

科
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
褒
め
、

気
持
ち
よ
く
勉
強
に
向
か
わ
せ

る
指
導
を
し
て
い
る
。〈
長
野
県
〉

＊

●
選
択
肢
を
ど
れ
だ
け
示
し
て

や
れ
る
か
だ
と
思
う
。
全
体
で
の

話
も
必
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
に

個
々
の
生
徒
と
話
す
時
間
を
多

く
取
り
、
そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

選
択
肢
を
思
い
描
か
せ
る
こ
と

を
さ
せ
た
い
。
個
々
の
教
師
が
個

別
に
話
せ
る
生
徒
数
は
限
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
で

分
担
す
れ
ば
数
は
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
。〈
岡
山
県
〉

＊

●
好
き
な
こ
と
は
何
？
と
問
う

こ
と
に
し
て
い
る
。
仮
に「
音
楽
」

と
返
っ
て
き
た
ら
、
音
楽
に
関
連

す
る
仕
事
は
い
く
ら
で
も
あ
る

こ
と
、
そ
の
中
で
自
分
が
得
意
な

こ
と
は
何
か
、
そ
れ
を
生
か
せ
る

の
は
ど
ん
な
仕
事
か
、
そ
の
た
め

に
は
何
を
学
ん
だ
ら
良
い
か
を

考
え
さ
せ
て
い
る
。〈
山
形
県
〉

＊

●
興
味
の
あ
る
分
野
の
よ
り
高

次
な
内
容
を
示
し
た
り
、
大
学
で

の
研
究
分
野
を
紹
介
す
る
こ
と

な
ど
を
心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
高

校
の
学
習
内
容
が
、
上
級
学
校
の

学
問
や
研
究
と
ど
う
つ
な
が
る

か
を
出
来
る
だ
け
紹
介
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。〈
愛
知
県
〉

＊

●
志
を
持
っ
た
生
徒
を
増
や
す

た
め
、
授
業
で
刺
激
を
与
え
る
。

〈
福
井
県
〉

＊

●
生
徒
を
揺
さ
ぶ
る
言
葉
を
た

く
さ
ん
持
つ
こ
と
。
生
徒
は
「
言

葉
」
で
指
導
さ
れ
て
お
り
、
教
師

は
言
葉
を
日
常
的
に
磨
く
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
生
徒
に
自
分
の

思
い
を
表
現
さ
せ
る
こ
と
。
最
初

は
生
徒
も
な
か
な
か
自
分
の
言

い
た
い
こ
と
が
言
え
ず
、
教
師
や

周
り
の
大
人
が
代
弁
し
て
し
ま

う
こ
と
が
結
構
あ
る
が
、
最
初
は

稚
拙
で
あ
っ
て
も
自
分
の
言
葉

で
表
現
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
、

そ
の
と
き
に
、「
待
て
る
か
ど
う

か
」
が
鍵
に
な
る
。〈
埼
玉
県
〉

＊

●
と
に
か
く
私
が
言
い
続
け
て

い
る
の
は
「
志
」
と
「
世
の
た
め

人
の
た
め
」。
自
分
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
社
会
や
他
者
へ
の
視
点

を
持
っ
て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し

い
し
、
他
者
と
の
共
生
を
意
識
さ

せ
た
い
。〈
三
重
県
〉

＊

●
や
は
り
「
語
り
込
み
」
が
大
切

だ
。
そ
し
て
「
伝
説
の
先
輩
」
の

話
を
し
て
い
く
こ
と
。
先
輩
の
成

功
談
は
、
一
番
生
徒
の
や
る
気
を

引
き
出
す
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
う
い
う
先
輩
を
毎
年
育
て

て
い
く
営
み
も
同
時
に
大
切
な

こ
と
だ
と
思
う
。〈
長
崎
県
〉

A.

A.

高
い
目
標
を
語
り
続
け
、教
師
も
勉
強
し
続
け
る

生
徒
を
揺
さ
ぶ
る
「
言
葉
」と
「
待
つ
」姿
勢
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高
校
教
育
と
共
に
歩
く
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の「
現
場
」よ
り

高

Column

　

ベ
ネ
ッ
セ
の
通
信
教
育
講
座

「
進
研
ゼ
ミ
」
は
、
高
校
生
が
自

律
・
自
立
し
て
い
く
た
め
の
「
補

助
輪
」
で
あ
り
た
い
。
高
校
生
の

学
び
と
生
活
の
中
心
は
あ
く
ま

で
も
学
校
と
家
庭
で
す
が
、
そ
れ

を
「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」
か
ら
支
援

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
自
学
自
習
。
高
校
生
の

多
く
は
「
自
分
で
勉
強
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
。
そ
れ
が
本
当
の

力
だ
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。
大
学

や
社
会
で
は
自
力
で
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
る
の
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を

妨
げ
る
要
因
が
多
い
。
学
習
の
途

中
で
つ
ま
ず
く
、
友
だ
ち
か
ら
の

メ
ー
ル
が
来
る
、

そ
も
そ
も
自
分
が

ど
こ
か
ら
学
習
に

取
り
組
ん
で
良
い

か
分
か
ら
な
い
と

い
う
声
も
聞
き
ま

す
。
大
学
合
格
の
倍
率
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
や
、（
座
談
会
で
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
が
）
社
会
の

暗
い
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
る

こ
と
も
学
ぶ
意
欲
を
低
下
さ
せ

る
要
因
と
い
え
ま
す
。

　

そ
う
し
た
環
境
下
で
学
び
に

向
か
う
高
校
生
の
た
め
に
私
た

ち
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

良
質
な
教
材
を
お
届
け
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
で
の
学
び

を
受
け
て
家
庭
で
何
を
学
べ
ば

良
い
の
か
と
い
う
「
学
習
の
入
り

口
」
の
提
示
や
、
学
力
の
積
み
重

ね
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
や
る

気
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
、
先
輩

の
目
か
ら
大
学
で
の
学
び
の
様

子
や
社
会
で
の
活
躍
ぶ
り
な
ど

を
高
校
生
に
伝
え
る
こ
と
も
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ナ
ナ
メ
の
関
係
」
に
よ
っ
て
出

来
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
考
え

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
座
談
会
を
通
じ
て
、
改

め
て
高
校
で
の
教
育
活
動
の
大

切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
企
業
の

方
々
が
お
話
し
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
、「
後
に
な
っ
て
分
か
る
こ

と
も
多
い
各
教
科
・
科
目
の
必
要

性
」「
心
に
刻
ま
れ
た
先
生
の
言

葉
」
な
ど
、
高
校
３
年
間
は
社
会

に
出
て
か
ら
必
要
な
力
の
土
台

を
培
う
重
要
な
時
期
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

進
研
模
試
を
ご
提
供
し
て
い

る
高
校
事
業
部
は
、
先
生
方
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が
粘
り
強
く
努
力

さ
れ
た
結
果
や
状
況
を
測
定
す

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
、
学
び
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
教
材
を
柱
に
学

校
現
場
を
ご
支
援

し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
は
学
校

で
の
ご
指
導
に
お

役
に
立
つ
教
材
の

充
実
に
加
え
、
生

徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
教
材
や
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
我
々
は
全
国
９
拠
点
か

ら
学
校
に
ご
訪
問
を
し
て
お
り

ま
す
。
全
国
へ
の
学
校
訪
問
は

日
々
多
く
の
気
づ
き
を
我
々
に

与
え
て
く
れ
ま
す
。
地
域
・
エ
リ

ア
と
い
う
視
点
を
更
に
大
切
に

し
た
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

進
研
模
試
の
実
施
を
開
始
し

て
も
う
す
ぐ
50
年
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
出
て
必
要

に
な
る
力
を
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に

育
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き

続
き
努
力
い
た
し
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

自律・自立の補助輪として
高校生商品開発部　統括責任者　村上久乃

「生徒の心に火をつける」ことが出来る
教材づくり

高校事業部　統括責任者　福竹康志
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社会

事例1
「教科学習」で学びに向かう

学習方法が分かり自信が付く
P. 20

事例２
「教科外学習」で学びに向かう

実社会での役立ちを体験し、
学びの楽しさを実感する

P. 24

事例3
学びに向かう「土台」づくり

「教科」「教科外」を貫く
基礎力を付ける

P. 28

「教科の学び」に向かう
高校生を育てる

　

学校

学びに向かう
高校生を
いかに育てるか

第２部

事
例
編

学
び
に
向
か
う
高
校
生
を
育
て
る
た
め
、

学
校
と
社
会
が
ど
う
連
携
で
き
る
の
か
。

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、三
つ
の
事
例
か
ら
考
え
る
。
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九
州
大
を
中
心
と
し
た
大
学
生
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
進
研
模
試
の
復
習
を
す
る
勉
強
会
。
模

試
で
つ
ま
ず
い
た
問
題
や
類
題
の
解
法
か
ら
日
頃

の
学
習
法
、
進
路
に
関
す
る
こ
と
ま
で
幅
広
く
質

問
で
き
る
。

実
施
時
期
／
年
間
３
回
、
進
研
模
試
の
答
案
や
帳

票
が
返
却
さ
れ
る
翌
月
に
開
催
（
２
０
１
０
年
度

は
８
月
、
１２
月
、
３
月
を
予
定
）

会
場
／
九
州
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

対
象
／「
進
研
模
試
」
を
受
験
し
た
高
校
１
年
生

教
科
／
数
学
・
英
語

定
員
／
先
着
２
０
０
名
（
事
前
予
約
制
）

参
加
費
／
無
料

　

模
試
は
、
学
習
成
果
を
振
り
返
り
、
弱

点
を
把
握
す
る
の
に
適
し
た
教
材
だ
。
し

か
し
、
模
試
受
験
後
の
学
習
は
生
徒
個
々

に
委
ね
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
模
試
を

学
力
向
上
に
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
、
個

人
差
が
大
き
い
の
が
実
状
だ
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

２
０
０
８
年
度
よ
り
九
州
大
か
ら
教
室
を

借
り
、「
進
研
模
試
復
習
イ
ベ
ン
ト
」
を

実
施
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

生
徒
か
ら
は
、
模
試
活
用
の
課
題
と
し
て

「
宿
題
や
予
習
に
追
わ
れ
て
時
間
が
な
い
」

「
一
人
で
は
集
中
で
き
な
い
」
な
ど
、
復

習
し
た
い
が
十
分
に
出
来
て
い
な
い
こ
と

を
自
覚
す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、
単
な
る
復
習
で

は
な
く
、
自
立
学
習
の
定
着
だ
。
そ
の
た

め
、『
場
』『
指
導
』『
教
材
』
の
三
方
向

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。

　

ま
ず
『
場
』
に
つ
い
て
だ
が
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
な
る
九
州
大
は
、
九
州
地
区
の

多
く
の
高
校
生
に
と
っ
て
「
憧
れ
」
の
地

で
あ
る
。
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
九
州
大
に
来
て
み
た
か
っ
た
」
と

い
う
声
も
多
い
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大

教
室
で
、
他
校
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
机
を

並
べ
て
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受

大
学
生
講
師
が
「
分
か
ら
な
い
」
を

「
分
か
る
か
も
」
に
変
え
る

『
場
』『
教
材
』『
指
導
』の

三
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

模
試
復
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て

「
自
立
学
習
」の
定
着
を
促
す

自
立
学
習
が
身
に
付
い
て
は
じ
め
て
、
生
徒
は
大
き
く
伸
び
て
い
く
。「
進
研
模
試
復
習
イ
ベ
ン
ト
」
を
通
し
て
、

生
徒
が
自
信
を
付
け
、
学
び
に
向
か
っ
て
い
く
過
程
を
、
近
畿
大
学
附
属
福
岡
高
校
の
例
を
交
え
て
紹
介
す
る
。

事例1

「教科学習」で　
学びに向かう

「
進
研
模
試
復
習
イ
ベ
ン
ト
」の
概
要

イ
ベ
ン
ト
の
流
れ

約10分

模
試
復
習
法
ミ
ニ
講
義

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
講
師
が
模
試
の

復
習
の
重
要
性
や
、
効
果
的
な
復
習
の
コ
ツ
な

ど
を
講
義
。

約2時間

模
試
復
習
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
（
数
学
・
英
語
）

模
試
で
つ
ま
ず
い
た
問
題
や
類
題
に
取
り
組

む
。
会
場
内
に
い
る
九
州
大
な
ど
の
大
学
生

５０
名
に
自
由
に
質
問
で
き
る
。

約30分

提
出
課
題
取
り
組
み
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

「
進
研
ゼ
ミ
」
の
提
出
課
題
を
た
め
て
い
る
生

徒
が
そ
の
場
で
取
り
組
ん
で
提
出
す
る
（「
進

研
ゼ
ミ
」
会
員
限
定
。
会
員
以
外
は
模
試
復

習
を
継
続
）。

約30分

進
路
＆
学
習
法
質
問
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

当
日
に
配
布
す
る
「
先
輩
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＆
ア

ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
」
を
参
考
に
、
希
望
す
る
大

学
生
に
学
習
法
や
大
学
生
活
・
研
究
内
容
な

ど
に
つ
い
て
質
問
で
き
る
。
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事例１「教科学習」で学びに向かう

け
る
刺
激
は
大
き
い
。
将
来
の
大
学
生
活

を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
受
験
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
効
果
も
あ
る
。

　

次
に
『
指
導
』
だ
が
、
会
場
に
は
５０
名

の
大
学
生
講
師
が
巡
回
し
て
お
り
、
生
徒

に
質
問
が
あ
れ
ば
挙
手
し
て
個
別
指
導
が

受
け
ら
れ
る
。
講
師
が
特
に
心
掛
け
る
の

が
、
高
校
生
の
考
え
方
に
寄
り
添
っ
た
指

導
だ
。
事
前
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
高
校
生
が
つ
ま
ず
き
や

す
い
箇
所
や
予
想
さ
れ
る
質
問
な
ど
を
検

討
。
当
日
は
、「
ど
の
段
階
で
分
か
ら
な

く
な
っ
た
の
か
」
な
ど
を
丁
寧
に
聞
き
出

し
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
で
、
生
徒

の「
分
か
ら
な
い
」と
い
う
気
持
ち
を「
分

か
る
か
も
し
れ
な
い
」
に
変
え
て
い
く
。

　

三
つ
目
に
『
教
材
』
に
つ
い
て
だ
が
、

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
類
題
演
習
が
重
視
さ
れ

る
。
模
試
の
問
題
を
解
き
直
す
だ
け
で
な

く
、
応
用
力
や
背
景
知
識
の
獲
得
へ
と
発

展
さ
せ
る
た
め
だ
。
し
か
し
、「
何
が
分

か
ら
な
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
」「
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
」
と
い
っ
た
悩

み
を
持
つ
生
徒
が
、
自
分
で
類
題
を
探
す

の
は
難
し
い
。
逆
に
い
え
ば
、
類
題
を
特

定
す
る
作
業
そ
の
も
の
が
弱
点
を
自
覚
す

る
力
を
育
て
、
自
立
学
習
に
結
び
付
く
。

そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
進
研
ゼ
ミ
高
校

講
座
」
を
教
材
と
し
て
用
い
、
類
題
を
解

く
こ
と
が
効
果
的
な
復
習
に
な
る
こ
と
を

体
験
さ
せ
て
い
く
。

　

参
加
者
の
中
で
進
研
ゼ
ミ
の
会
員
に

は
、
進
研
ゼ
ミ
高
校
講
座
の
ど
の
問
題

が
、
模
試
の
各
小
問
の
類
題
で
あ
る
か
を

示
し
た
冊
子
が
配
ら
れ
る
（
図
１
）。
ま

た
、
類
題
を
丁
寧
な
解
説
と
共
に
ま
と
め

た
「
模
試
復
習
サ
ポ
ー
ト
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
が

全
員
に
配
ら
れ
る
（
図
２
）。

　　　

更
に
生
徒
の
自
立
学
習
の
定
着
を
促
す

た
め
に
背
景
と
な
る
知
識
や
、
学
習
へ
の

動
機
づ
け
を
含
め
た
大
学
生
講
師
な
ら
で

は
の
指
導
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
数
学

で
は
解
法
に
加
え
て
、
生
徒
の
到
達
度
や

課
題
に
応
じ
て
、
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
の
防
ぎ

方
や
暗
記
す
べ
き
公
式
な
ど
を
教
え
る
。

英
語
は
解
法
よ
り
も
、
日
頃
の
学
習
法
を

指
導
す
る
こ
と
が
多
い
。
長
文
読
解
が
苦

手
な
場
合
、
生
徒
と
話
し
な
が
ら
「
長
文

を
読
み
慣
れ
て
い
な
い
」「
文
法
が
弱
い
」

な
ど
、弱
点
を
見
極
め
て
対
策
を
教
え
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
学
習
の
進
め

方
や
進
路
に
つ
い
て
質
問
す
る
時
間
も
設

け
て
い
る
。
事
前
に
講
師
の
所
属
大
学
や

学
部
、
お
勧
め
学
習
法
な
ど
を
ま
と
め
た

資
料
が
配
ら
れ
、
生
徒
は
希
望
す
る
講
師

か
ら
自
由
に
話
を
聴
く
。「
部
活
の
合
間

を
縫
っ
て
勉
強
す
る
に
は
」
な
ど
の
質
問

に
、
講
師
は
家
庭
で
の
自
立
学
習
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
答
え
る
。

　

昨
年
度
３
月
の
イ
ベ
ン
ト
の
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
満
足
し
た
」
が
９９
％
を

占
め
、「
大
学
生
が
親
切
に
教
え
て
く
れ

た
」（
８４
％
）「
教
材
が
分
か
り
や
す
か
っ

た
」（
４８
％
）「
今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た

問
題
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
４５
％
）

と
答
え
る
生
徒
が
特
に
多
か
っ
た
。
フ

リ
ー
ア
ン
サ
ー
で
寄
せ
ら
れ
た「
帰
宅
後
、

同
じ
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
た

い
」「
難
問
に
挑
戦
す
る
意
欲
が
わ
い
た
」

と
い
っ
た
声
は
、
生
徒
の
中
に
自
立
学
習

へ
と
向
か
う
気
持
ち
の
芽
生
え
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

図１

図２

模試復習●得　Book

模試復習サポートBook

応用問題

基本問題

模試の類題

学習を
深める
アドバイス

解き方の
流れを
解説

進研模試の小問に対応する類題が
掲載されている教材名とページ

高校生のつまずきやすいポイントを
踏まえ、独力で解けるように更に丁
寧な解説が添えられている

単
な
る
復
習
に
終
わ
ら
ず

「
自
立
学
習
」
の
定
着
を
促
す

「進研ゼミ高校講座」のどこに類題が掲載されているかを
示す対応表

小問に対応する類題がまとめられた冊子
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近
畿
大
学
附
属
福
岡
高
校
が
抱
え
る
課

題
は
、
中
下
位
層
の
学
力
の
底
上
げ
だ
。

上
位
層
が
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む
の

に
対
し
、
中
下
位
層
は
学
習
に
自
信
を
持

て
な
い
生
徒
が
多
く
、
教
師
が
目
を
離
せ

ば
学
力
差
は
す
ぐ
に
広
が
る
。同
校
で
も
、

授
業
を
通
し
て
生
徒
の
自
信
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
数
学
担
当
の

武
田
信
也
先
生
は
、
毎
授
業
後
、
そ
の
日

の
復
習
問
題
を
宿
題
に
課
し
て
い
る
。

　
「
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
提
出
し
ま
す
が
、

中
下
位
層
の
生
徒
は
、
や
ら
な
い
と
叱
ら

れ
る
と
い
う
気
持
ち
も
半
分
と
い
っ
た
感

じ
で
、
必
ず
し
も
前
向
き
な
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
放
課
後
や
長
期
休

暇
を
利
用
し
た
補
習
も
各
教
科
で
頻
繁
に

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
自
ら
学

ぶ
意
欲
が
生
徒
に
あ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
大

き
な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
す
」

　

模
試
復
習
の
指
導
は
、
多
く
の
高
校
同

様
、
教
師
に
よ
っ
て
異
な
る
。
武
田
先
生

の
場
合
、
模
試
直
後
の
授
業
で
問
題
を
解

説
し
た
り
、
当
日
に
解
答
用
紙
を
配
布
し

て
家
で
取
り
組
ま
せ
た
り
、
記
憶
が
新
し

い
う
ち
の
指
導
を
心
掛
け
て
い
る
。

　
「
答
案
や
帳
票
が
渡
さ
れ
る
１
か
月
後

に
は
問
題
を
忘
れ
て
お
り
、
偏
差
値
だ
け

を
見
て
終
わ
り
、
と
い
う
生
徒
が
多
い
。

し
か
し
模
試
の
直
後
、『
こ
の
問
題
は
、

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
少
し
応
用
し
た
だ

け
だ
』
と
解
説
す
る
と
、『
も
う
少
し
考

え
れ
ば
分
か
っ
た
の
に
』『
や
は
り
授
業

は
大
切
だ
』
と
、
前
向
き
な
気
持
ち
が
生

ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
」（
武
田
先
生
）

　

授
業
と
模
試
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
感

じ
さ
せ
れ
ば
、
日
々
の
学
習
意
欲
も
向
上

す
る
。
た
だ
、
ク
ラ
ス
全
体
に
対
す
る
解

説
で
は
、
中
下
位
層
の
一
人
ひ
と
り
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
は
困
難
だ
。
そ
の
た
め

同
校
で
は
長
期
休
暇
中
、
模
試
の
基
礎
問

題
の
み
、
全
問
正
解
す
る
ま
で
繰
り
返
し

取
り
組
ま
せ
る
補
習
も
行
っ
て
い
る
。

　

同
校
は
、
10
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
進

研
模
試
復
習
イ
ベ
ン
ト
に
、
希
望
者
を
参

加
さ
せ
た
。
高
校
周
辺
は
自
然
豊
か
な
環

境
で
、
お
っ
と
り
と
し
た
生
徒
が
多
く
、

都
会
の
雰
囲
気
に
慣
れ
さ
せ
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
。
進
路
指
導
部
長
の
石
田

伸
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
セ
ン
タ
ー
試
験
で
初
め
て
大
学
の
大

教
室
に
入
る
の
で
は
緊
張
し
て
し
ま
い
ま

す
。
更
に
県
内
外
の
高
校
生
と
共
に
学
ぶ

近
畿
大
学
附
属
福
岡
高
校

数
学
担
当
、進
路
指
導
部

武
田
信
也

T
a

k
e

d
a

 S
h

in
y

a

近
畿
大
学
附
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福
岡
高
校

進
路
指
導
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石
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伸
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h
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a
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h
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近
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大
学
附
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岡
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校

３
学
年
担
任

飯
干
正
敏

I
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o
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h
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a
s

a
to

s
h

i

模
試
復
習
で
上
位
層
・
中
下
位
層
の

双
方
の
生
徒
が
変
化

授
業
と
模
試
を
リ
ン
ク
さ
せ
て

学
習
意
欲
を
高
め
る

す
べ
て
の
学
力
層
の
生
徒
が

模
試
復
習
で
刺
激
を
受
け
る

ケ
ー
ス

　
福
岡
県
・
私
立
近
畿
大
学
附
属
福
岡
高
校

　

高
校
入
学
ま
で
の
学
習
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

「
難
関
大
志
望
者
で
あ
っ
て
も
独
力
で
学
習
を
進

め
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
、
生
徒
の

自
立
的
な
学
習
力
の
低
下
を
指
摘
す
る
声
は
多

い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
０９
年
よ
り
一

部
の
高
校
と
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
協

同
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
課
外
補
習

の
時
間
を
活
用
し
た
「
校
内
学
習
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
仮
称
）」
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
高
校
と
の
対
話

か
ら
、
そ
の
高
校
の
課
題
に
合
っ
た
課
外
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
点
に
あ
る
。
進
研
模
試
の

結
果
か
ら
生
徒
の
学
力
を
分
析
し
、
目
標
と
な
る

学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
学
習
に
つ
い
て
高
校

と
ベ
ネ
ッ
セ
が
話
し
合
う
。
そ
し
て
、
難
関
大
合

格
な
ど
、
設
定
し
た
目
標
に
向
け
て
体
系
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
材
を
設
計
し
、
特
別
補
習
と
し

て
生
徒
に
提
供
す
る
。

　

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
を
与
え
る
だ
け
で
生
徒
を

学
習
に
向
か
わ
せ
る
の
は
難
し
い
。
生
徒
を
動
機

づ
け
、
学
び
に
向
か
う
手
助
け
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
あ
る
高
校
で
は
、
生
徒
自
身
が
学
習

上
の
課
題
に
向
き
合
い
、
自
立
的
な
学
習
者
と
な

る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
コ
ー

チ
役
の
大
学
生
を
交
え
、
苦
手
科
目
に
つ
い
て
生

徒
同
士
が
「
な
ぜ
苦
手
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
克

服
で
き
る
か
」
を
話
し
合
い
、
学
習
計
画
を
立
て

て
い
く
。
生
徒
は
同
じ
高
校
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
視

高
校
と
協
同
開
発
中

生
徒
の
自
立
学
習
を

支
援
す
る

「
校
内
学
習

サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
仮
称
）
」
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ベネッセコーポレーション担当者より

事例１「教科学習」で学びに向かう

機
会
は
、
生
徒
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な

る
と
期
待
し
ま
し
た
」

　

生
徒
に
参
加
を
勧
め
た
飯
干
正
敏
先
生

は
、
特
に
下
位
層
の
生
徒
の
変
化
を
期
待

し
た
と
い
う
。

　
「
下
位
層
に
は
、『
頑
張
ら
な
け
れ
ば
』

と
焦
り
を
感
じ
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
学

習
に
身
が
入
ら
ず
に
悩
ん
で
い
る
生
徒
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
が
近
い
大
学

生
か
ら
教
え
ら
れ
る
経
験
に
よ
っ
て
何
か

が
変
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
」

　

参
加
し
た
生
徒
の
動
機
は
、「
九
州
大

を
見
て
み
た
い
」「
大
学
生
に
勉
強
や
学

習
法
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
が
目

立
っ
た
。
武
田
先
生
は
生
徒
の
様
子
を
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
参
加
を
勧
め
る
と
生
徒
は
す
ぐ
に
準

備
を
始
め
、
想
定
し
た
以
上
に
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
意
欲
が
高

ま
り
ま
し
た
」

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
多

く
の
生
徒
が
大
学
生

に
積
極
的
に
質
問

し
、
漠
然
と
し
て
い

た
進
路
が
具
体
化
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
だ
。
気
持
ち

の
変
化
に
伴
い
、
受
験
勉
強
に
本
腰
を
入

れ
始
め
た
生
徒
も
多
い
と
い
う
。

　
「
九
州
大
や
他
校
の
生
徒
か
ら
刺
激
を

受
け
て
帰
っ
て
き
た
の
は
期
待
通
り
で
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
収
穫
だ
っ
た
の
は
、

大
学
生
へ
の
憧
れ
を
口
に
す
る
よ
う
に
な

り
、
具
体
的
な
学
習
方
法
に
も
改
善
が
見

ら
れ
た
こ
と
で
す
」（
武
田
先
生
）

　

今
後
も
授
業
、
そ
し
て
模
試
の
活
用
な

ど
を
通
じ
て
、
全
体
の
学
力
向
上
を
図
る

方
針
だ
。

　
「
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
に
、『
や
れ
ば

出
来
る
』
と
い
う
自
信
を
根
付
か
せ
る
の

が
先
決
。
そ
の
た
め
に
は
一
つ
ひ
と
つ
の

授
業
を
大
切
に
し
て
教
師
と
生
徒
の
信
頼

関
係
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

し
、
外
部
の
刺
激
が
有
効
に
働
く
こ
と
も

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

ワークショップで使用するワークシート例。グループで学習上の課題を話し合い、コーチ役の大学生の
ヒントなどを基に、自分に合った学習計画を練り上げていく
＊実際の生徒の記入を参考に、編集部にて作成

模試復習支援から、
日々の学習支援を

目指して
高校教育事業ドメイン　九州支社

地域戦略課
河野　巧

　進研模試復習イベントは、高校生
の自立学習の育成を支援することを
目的にスタートしました。「教材」「九
州大という場」「大学生からの指導」
により、生徒の自立学習支援に一定
の効果があることも分かってきまし
た。その一方で、参加できなかった
多くの生徒に対する自立学習支援を
課題と考えています。この解決には、
「場」の拡大が必要ですが、場と人
双方の課題が山積しており、現状で
は実現は困難です。
　そこで今後の展望として、模試復
習イベントで用いる教材を出来るだ
け多くの生徒に提供できる方法を、
九州・沖縄地区では検討したいと考
えています。更に模試復習だけでな
く、日常の家庭学習における自立学
習へと支援を拡大させることも考え
られます。
　一つの可能性としては、「場」に
捉われず、弊社情報誌やWEBなど
の活用を視野に入れ、大学生と高
校生が学びを通して直接コミュニ
ケーションを取れる機会を、日常の
ちょっとしたタイミングに提供する
仕組みづくりが考えられます。今後
も先生方をはじめ、多くの方々から
ご意見をいただけると幸いです。

●大学生は年齢が近くて話しやす
かった。『先生には、今更、こんな
ことを聞けないな』ということも遠
慮なく質問できた
●英語が苦手と相談したら、『単語
から復習を始めてみては』とアドバ
イスされた。復習した単語が早速定
期テストに出題され、『もっとやっ
てみよう』という気持ちが強まった
●どうすれば計算ミスを減らせるか
を質問し、小まめに確認しながら解
き進めると良いことを教えられた。
今後、心掛けようと思う
●九州大キャンパスを歩き、九州大
生と話して、進路が具体的にイメー
ジできた。夢が近づいたと感じる
●九州大生の指導がとても分かりや
すく、『努力をしてきた人たちなん
だな』と感心した

参加した生徒の反応

点
を
学
び
な
が
ら
、
大
学
生
の
体
験
談
を
聞
き
、

自
分
の
学
習
習
慣
の
改
善
に
具
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
る
。

　

今
後
、学
習
成
果
な
ど
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、

よ
り
課
題
解
決
力
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
い
く
予
定
だ
。
目
標
に
向
か
っ
て
自
立
的
に
伸

び
て
い
く
生
徒
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
高
校
の
先
生
方
と
協

力
し
て
作
り
上
げ
る
新
し
い
課
外
指
導
の
形
を
、

引
き
続
き
模
索
し
て
い
く
。
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西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
校
が
高
校
理

数
科
に
体
験
型
講
座
「
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ

う
、動
か
そ
う
」（
以
下
、ロ
ボ
ッ
ト
講
座
）

を
導
入
し
た
背
景
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
か
か
わ
る
生
徒
の
変
化
が
あ
っ

た
。
谷
川
雅
子
先
生
は
当
時
、
強
い
問
題

意
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
「
最
近
の
生
徒
は
、『
出
る
杭
は
打
た
れ

る
』
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
よ
う
で
す
。

当
た
り
障
り
の
な
い
会
話
を
す
る
だ
け

で
、
生
徒
同
士
で
も
な
か
な
か
人
間
関
係

が
深
ま
ら
な
い
。
私
と
の
面
談
で
一
言
も

話
そ
う
と
し
な
い
生
徒
に
困
ら
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
面
と
向
か
っ
て
考
え
や
気
持

ち
を
伝
え
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
」

　

理
数
科
と
し
て
の
特
色
を
打
ち
出
し
た

い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
と
、
村
山
高
志

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
授
業
に
は
な
い
体
験
を
通
し
て
、
理

系
の
面
白
さ
や
学
ぶ
意
味
を
実
感
さ
せ
ら

れ
る
活
動
を
模
索
し
て
い
た
頃
に
、
こ
の

ロ
ボ
ッ
ト
講
座
を
知
り
ま
し
た
。
も
の
づ

く
り
な
ど
の
第
一
線
で
働
く
人
た
ち
と
の

交
流
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
将
来
の
職
業

イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
、
そ
こ
か
ら
主
体
的
な

学
習
姿
勢
が
身
に
付
い
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
ま
し
た
」

　

導
入
当
初
は
「
ま
ず
は
や
れ
る
こ
と
か

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う
、
動
か
そ
う
〜
四
足
歩
行

ロ
ボ
ッ
ト
で
体
感
す
る
、
未
来
の
情
報
社
会
〜
」

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
協
同
で
開
発
し
た
中
高
生
向
け
の
体
験

型
講
座
。
理
数
系
へ
の
興
味
・
関
心
の
喚
起
や

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ス
キ
ル
の
習
得
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
な
ど
を
目
的
と
す
る
。

　

本
講
座
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
・
学
科
で
学
ぶ
大

学
生
・
大
学
院
生
が
講
師
と
な
り
、
３
人
１
組
の

生
徒
チ
ー
ム
に
よ
る
実
習
形
式
で
進
め
ら
れ
る
。

チ
ー
ム
内
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
組
み
立
て
、
動
き
方
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、

他
チ
ー
ム
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
ス
ピ
ー
ド
や
動
き
、
装

飾
性
な
ど
を
競
う
。
更
に
、
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
設
け
ら

れ
る
ほ
か
、
毎
年
１
回
、
講
座
実
施
校
の
生
徒
が

全
国
か
ら
集
う
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
か
れ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
1
日
、
2
日
間
、
通
年
な
ど
、

各
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
応
じ
て
柔
軟
に
組
み
立

て
ら
れ
る
。

面
と
向
か
っ
て
考
え
を
伝
え
ら
れ
る

生
徒
を
育
て
た
い

西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
校

進
路
指
導
主
任

佐
野
和
之

S
a

n
o

 K
a

z
u

y
u

k
i

西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
校

２
学
年
担
任

村
山
高
志

M
u

r
a

y
a

m
a

 T
a

k
a

sh
i

西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
校

３
学
年
担
任

谷
川
雅
子

T
a

n
ig

a
w

a
 M

a
sa

k
o

実
社
会
と
つ
な
が
る
体
験
型
学
習
で

生
徒
が「
学
ぶ
楽
し
さ
」を
実
感
す
る

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
協
同
開
発
し
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
」
か
ら
、

企
業
と
高
校
の
連
携
を
通
し
て
、
実
社
会
に
役
立
つ
学
び
に
つ
い
て
考
え
る
。

事例2

「教科外学習」で　
学びに向かう

講
座
の
概
要

「
正
解
主
義
」か
ら
の
脱
却
で

自
由
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
生
ま
れ
る

ケ
ー
ス

　
埼
玉
県
・
私
立
西
武
学
園
文
理
中
学
・
高
校
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事例２「教科外学習」で学びに向かう

ら
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち

で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
い
う
。

　

１
・
２
年
次
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
「
先
端
科
学
講
座
」
と
い
う
名
称

に
し
、
１
年
次
の
９
月
か
ら
１
年
間
に
わ

た
り
、
週
１
回
、
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
に
充
て

た
（
１
年
次
14
コ
マ
程
度
、
２
年
次
９
コ

マ
程
度
）。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
は
、

企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基

に
校
内
で
検
討
し
た
。
佐
野
和
之
先
生
が

狙
い
を
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、
育
て
た
い

生
徒
像
を
意
識
し
て
内
容
を
練
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
教
師
が
熱
意
を
持
っ
て

活
動
に
入
り
込
ま
な
け
れ
ば
、
生
徒
も
つ

い
て
こ
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
し

た
」

　

活
動
の
中
で
特
に
意
識
す
る
の
が
、「
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
イ
ン
プ
ッ
ト
」「
右
往
左
往

さ
せ
る
時
間
」「
緊
張
感
の
中
で
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」
の
三
つ
だ
。
イ
ン
プ
ッ
ト
で

は
精
巧
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
せ
て
、
企
業
で

も
使
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
動
く
こ
と
を

伝
え
、「
自
分
た
ち
は
す
ご
い
も
の
を
つ

く
る
」
と
い
う
意
識
を
持
た
せ
る
。
こ
れ

に
よ
り
興
味
・
関
心
を
高
め
、明
確
な
ゴ
ー

ル
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
。

　

作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ら
、
教
師
が
細

か
く
指
導
し
な
い
こ
と
を
心
掛
け
る
。
困

難
に
直
面
し
て
「
右
往
左
往
」
す
る
体
験

か
ら
、「
他
の
チ
ー
ム
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
」「
友
だ
ち
に
相
談
し
て
み
よ
う
」「
講

師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
お
う
」
と

い
っ
た
発
想
が
生
ま
れ
て
く
る
か
ら
だ
。

　
「
基
本
的
に
教
師
は
口
を
出
さ
ず
、
や

り
た
い
よ
う
に
や
ら
せ
ま
す
。
生
徒
は
そ

の
態
度
を
感
じ
取
る
と
、『
先
生
に
は
頼

れ
な
い
ぞ
』
と
考
え
、
目
の
色
を
変
え
て

取
り
組
み
始
め
る
の
で
す
」（
村
山
先
生
）

　

そ
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

さ
せ
る
た
め
に
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
を

設
定
す
る
。
校
内
で
の
発
表
会
を
設
け
て

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
は
、「
企
業
市
民
活
動
」
の
一

環
と
し
て
本
講
座
の
開
発
と
展
開
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
講
座
の
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
通
じ
て
、
中
高
生
の
「
可
能
性
」
が
最
大

限
に
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
日
本
の
産
業
界
の
発
展
を
考
え
る
と
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
若
い
人
材
の
育
成
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
教
育
現
場
に
我
々
の
持
つ
コ
ン
テ

ン
ツ
や
技
術
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
若
い
う
ち
に

自
身
の
可
能
性
に
気
づ
き
、
夢
を
持
っ
て
も
ら
う

手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
伊
藤
氏
）

　

テ
ー
マ
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
選
ん
だ
の
は
、
中
高
生

が
興
味
を
持
ち
や
す
い
こ
と
に
加
え
、
理
数
系
離

れ
に
対
す
る
問
題
意
識
が
あ
る
。
機
械
工
学
や
情

報
科
学
へ
の
興
味
を
高
め
、
理
数
系
人
材
の
育
成

に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て
と
い
う
ハ
ー
ド
面
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
学
び
の
幅
が
広
が
り
や
す
い
こ
と
も
理
由

の
一
つ
だ
。
そ
こ
に
チ
ー
ム
に
よ
る
体
験
学
習
を

取
り
入
れ
て
、
学
び
の
効
果
を
高
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
力
が
育
つ
の
か
。

　
「
三
つ
の
基
礎
力
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
考
え
る
力
、
自
分
の
考
え
を
伝

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
そ
し
て
皆
で

協
力
し
て
問
題
を
解
決
す
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

い
ず
れ
も
、
社
会
に
出
て
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
力

と
考
え
て
い
ま
す
」（
伊
藤
氏
）

　

矢
岡
氏
は
、
多
く
の
場
面
で
生
徒
の
可
能
性
の

大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
た
と
語
る
。

　
「『
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
』『
速
く
走
ら
せ
る
』
な

ど
、
明
確
な
ゴ
ー
ル
が
共
有
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、

生
徒
間
の
話
し
合
い
が
活
発
で
、
次
々
に
新
し
い

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
自

体
は
決
し
て
複
雑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工
夫
に

よ
っ
て
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が

出
来
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。『
情
熱
』
を
持
っ

て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
気
が

し
ま
す
」

　

教
師
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
「
最
初
に
答
え
を
提
示
せ
ず
、
時
間
を
か
け
て
生

徒
自
身
に
見
つ
け
さ
せ
る
。
先
生
方
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
効
率
性

重
視
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
は
し
ば
し
ば
忘
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
を
育
て
る
難
し
さ
と
大
切
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
」（
伊
藤
氏
）

　

今
後
の
日
本
の
産
業
界
を
考
え
た
時
、
教
育
現

場
に
求
め
る
こ
と
と
し
て
は
、「
学
び
続
け
る
姿
勢
」

の
育
成
を
挙
げ
る
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、
学

ぶ
楽
し
さ
を
実
感
し
、
挑
戦
す
る
こ
と
で
学
ぶ
姿

勢
が
育
つ
面
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
が
学

び
続
け
る『
燃
料
』を
与
え
る
上
で
、企
業
に
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

共
に
若
い
人
材
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
矢
岡
氏
）

パソコンを使ったプログラミングもチームワー
ク。ロボットを動かすアイデアを出し合い、思
い通りの動きが出来るまでチームで試行錯誤す
る

あ
え
て
困
難
に
直
面
さ
せ
て

自
発
性
を
引
き
出
す

連携企業

マイクロソフトはこう考える

企業の声

「情熱」の大切さを　
生徒に教えられた
アカデミックテクノロジー推進部　部長

伊藤信博
アカデミックテクノロジー推進部

矢岡明倫
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い
る
他
、文
化
祭
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
、

学
校
説
明
会
な
ど
で
、
中
学
生
や
保
護
者

に
対
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
や
講
座
内
容

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
講
座
の
実
施
校
の
代
表
チ
ー

ム
が
集
ま
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
存
在
も
、
重

要
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
と
な
る
。
校
外

の
人
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、「
何
と
か

完
成
さ
せ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
緊
張
感
が

生
ま
れ
る
。

　

講
座
が
進
む
に
従
っ
て
、
チ
ー
ム
内
や

チ
ー
ム
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

明
ら
か
に
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

男
女
混
成
の
３
人
チ
ー
ム
は
、
く
じ
引

き
で
決
め
る
。
接
点
の
少
な
い
生
徒
を
同

じ
チ
ー
ム
に
し
て
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め
だ
。
最
初

は
よ
そ
よ
そ
し
い
関
係
も
見
ら
れ
た
が
、

３
人
で
ロ
ボ
ッ
ト
１
台
を
製
作
す
る
中
で

次
第
に
意
見
を
交
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「『
こ
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
』『
こ
っ

ち
の
方
が
良
さ
そ
う
だ
』
と
主
張
し
合
う

な
ど
普
段
は
見
ら
れ
な
い
姿
に
、
う
れ
し

い
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
時
に
は
衝
突
し

な
が
ら
も
、
自
分
の
意
見
を
通
す
に
は
相

手
の
意
見
も
聞
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
経

験
的
に
学
ん
だ
よ
う
で
す
」（
谷
川
先
生
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
し
た

要
因
と
し
て
、「
正
解
主
義
」
か
ら
の
脱

却
を
教
師
た
ち
は
挙
げ
る
。
目
標
が
高
い

か
ら
こ
そ
、
途
中
段
階
で
み
な
失
敗
を
繰

り
返
す
。
し
か
し
、
原
因
を
検
討
し
て
改

善
す
る
過
程
を
通
し
て
「
失
敗
し
て
も
原

因
を
考
え
れ
ば
い
い
」
と
考
え
、「
正
し

い
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

い
う
思
い
込
み
か
ら
抜
け
出
し
た
の
だ
。

　

学
び
の
姿
勢
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
表

れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
８
割
の
生

徒
が
「
も
っ
と
知
り
た
い
」「
出
来
な
か
っ

た
こ
と
を
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

答
え
る
な
ど
、「
知
識
へ
の
渇
望
感
」（
佐

野
先
生
）が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
。「
も
っ

と
数
学
や
物
理
を
学
び
た
い
」
と
い
う
生

徒
も
多
い
他
、「
プ
レ
ゼ
ン
で
語
彙
力
の

な
さ
を
痛
感
し
て
国
語
を
学
ぶ
こ
と
の
重

要
さ
に
気
づ
い
た
」
な
ど
、
教
科
学
習
へ

の
意
欲
を
示
し
、
自
分
か
ら
質
問
す
る
生

徒
が
増
え
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
部
分
で
も
変
化
が
あ
っ
た
。

　

教
師
の
意
識
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　
「
最
初
は
生
徒
主
体
で
上
手
く
い
く
か

不
安
で
し
た
が
、
教
師
が
辛
抱
強
く
待
て

ば
、
生
徒
は
必
ず
期
待
に
応
え
て
く
れ
ま

し
た
。
生
徒
を
信
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
に

改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
」（
谷
川
先
生
）

　

他
の
授
業
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
役
を
務
め

る
生
徒
が
異
な
る
こ
と
も
意
外
だ
っ
た
。

　
「
勉
強
が
出
来
る
生
徒
よ
り
も
、
失
敗

を
恐
れ
な
い
積
極
的
な
性
格
の
生
徒
が
生

き
生
き
と
指
示
を
出
す
姿
が
印
象
的
で
、

普
段
か
ら
多
様
な
評
価
軸
を
持
つ
こ
と
が

必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」（
佐
野
先
生
）

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
総
合
優
勝
し
た
チ
ー
ム

の
生
徒
は
、「
勉
強
で
は
目
立
た
な
い
け

れ
ど
、
活
躍
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
新

し
い
自
分
を
見
つ
け
ら
れ
た
」
と
話
す
。

　

８
割
の
生
徒
が
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
を
通
じ

て
「
ク
ラ
ス
や
学
校
が
好
き
に
な
っ
た
」

と
回
答
し
た
の
も
驚
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
新
入
生
の
中
に
、
学
校
説
明
会
で

の
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
が
き
っ
か
け
で
入
学
を

希
望
し
た
生
徒
が
い
る
な
ど
、
生
徒
募
集

に
も
好
影
響
が
出
て
い
る
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
他
者
理
解
や
自
己
肯
定
感
が
向

上
し
た
と
思
い
ま
す
。
成
果
は
期
待
以
上

で
し
た
。
今
後
も
校
外
に
視
野
を
広
げ
、

社
会
と
連
携
し
た
授
業
を
つ
く
り
た
い
で

す
」（
佐
野
先
生
）

先端科学講座 「ロボットを作ろう、動かそう」カリキュラム図

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

四足歩行ロボット製作 
１． ロボット組み立て（２コマ）
２． Visual Basic 入門
 （２コマ）
３． ロボット動作
 プログラミング（５コマ）
４． プレゼン準備（１コマ）
５． 最終調整（１コマ）
６． 学内コンペ（３コマ）

合同発表会 
ベネッセ
マイクロソフト

学校資料を基に編集部が作成した年間の大まかな予定。２年生ではロボットを製作するグ
ループの他に、並行して理数科紹介のプレゼンテーション資料を作成するグループもある

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

ロボット自由製作 
１． ロボット解体（１コマ）
２． ロボットの
 コンセプト作り（２コマ）
３． ロボット組み立て、
 プログラミング（４コマ）
４． プレゼン準備
５． クラス内プレゼン
 （２コマ）

文化祭 
・ロボットレース
・見学者に
 ロボットを
 動かしてもらう
（・理数科紹介の
プレゼン）

１年生 ２年生

チ
ー
ム
内
で
意
見
を
主
張
し
合
い

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
が
向
上

ドライバーで小さなネジを扱うのは一苦労。し
かし、その苦労がのちに大きな達成感へと変わ
る
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事例２「教科外学習」で学びに向かう

　

静
岡
県
立
伊
豆
総
合
高
校
は
、
普
通
科

の
大
仁
高
校
と
修
善
寺
工
業
高
校
が
統
合

し
、２
０
１
０
年
度
に
新
設
し
た
高
校
だ
。

09
年
度
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
計
画
を

進
め
て
い
た
中
で
、
大
仁
高
校
で
２
日
間

の
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
を
実
施
。
３
学
年
で
４８

人
の
希
望
者
が
参
加
し
た
。

　

教
師
は
講
座
の
内
容
が
「
難
し
す
ぎ
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不
安
を
抱
い
た

が
、
す
ぐ
に
杞
憂
だ
と
分
か
っ
た
。
髙
木

ゆ
か
り
先
生
が
振
り
返
る
。

　
「
勉
強
で
は
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
下
を

向
く
生
徒
も
、
こ
の
時
は
講
師
や
友
人
に

サ
ポ
ー
ト
を
求
め
る
な
ど
、
解
決
に
向
け

て
自
分
で
動
い
て
い
ま
し
た
」

　

ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
興
味
と
、「
完
成
さ
せ

た
い
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
徒

を
動
か
し
た
と
教
師
た
ち
は
考
え
る
。

　

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
考
え
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
を
深
め
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
短
い
時
間
で
繰
り
返
さ

れ
る
た
め
、
生
徒
は
最
後
ま
で
興
味
を
失

わ
ず
に
取
り
組
ん
だ
。
失
敗
す
る
こ
と
も

「
楽
し
い
」
と
感
じ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
神

戸
美
穂
先
生
が
話
す
。

　
「
予
想
と
異
な
る
動
き
を
し
た
場
合
も

落
ち
込
ま
ず
、
逆
に
失
敗
を
発
展
さ
せ
て

新
し
い
動
き
を
生
み
出
す
な
ど
、
遊
び
心

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
」

　

普
段
の
グ
ル
ー
プ
学
習
で
は
、
１
人
が

進
め
て
他
の
生
徒
が
聞
き
役
に
回
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
で
は

自
然
に
役
割
分
担
を
し
て
皆
が
高
め
合
う

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
動
い
た
時

に
は
感
動
し
た
」「
集
中
力
が
高
ま
っ
た
」

「
チ
ー
ム
で
協
力
す
る
大
切
さ
が
分
か
っ

た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

１０
年
３
月
、
東
京
大
で
行
わ
れ
た
コ
ン

テ
ス
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

で
、
同
校
の
チ
ー
ム
は
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
模
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
見
事
、
優
勝
を
収

め
た
。

　
「
講
座
を
通
じ
て
、
生
徒
の
思
い
が
け

な
い
才
能
に
気
づ
き
ま
し
た
。
教
師
と
し

て
、生
徒
が
出
来
る
ま
で
信
じ
て
あ
げ
て
、

待
っ
て
あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
」（
髙
木
先
生
）

　

学
校
で
教
科
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
方
法

を
、「
教
科
そ
の
も
の
の
面
白
さ
を
伝
え
る
」

「
教
科
が
実
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
伝
え
る
」

と
い
う
二
通
り
で
考
え
た
場
合
、
企
業
と
連

携
し
て
出
来
る
の
は
後
者
で
す
。

　

例
え
ば
、
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
は
機
械
工
学
を

学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
す
が
、
関
節
や
骨
組
み

を
考
え
る
上
で
は
生
物
学
の
知
識
も
重
要
で

す
。
動
作
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
数
学
や
英

語
の
重
要
性
に
、
装
飾
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
資
料
作
り
で
は
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
の

大
切
さ
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
学

校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
が
役
立
つ
」
と
い
う

実
感
は
、
生
徒
の
学
ぶ
意
欲
を
高
め
ま
す
。

　

理
系
・
文
系
を
問
わ
ず
、
ど
ん
な
生
徒
で

も
学
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
に

興
味
が
な
い
生
徒
が
「
や
っ
て
み
た
ら
面
白

か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
な
楽
し
み
が
あ
る

こ
と
。
最
初
か
ら
興
味
が
あ
る
生
徒
に
対
し

て
は
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
た
り
、
大
勢
の
前

で
発
表
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で

す
。
高
校
生
の
時
こ
そ
「
好
き
な
こ
と
」
だ

け
で
な
く
、「
経
験
が
な
い
こ
と
」「
興
味
が

な
い
こ
と
」
に
も
取
り
組
ん
で
、
視
野
を
広

げ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
題
材
を
通
じ
て
、
生
徒

に
は
学
び
続
け
る
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

静
岡
県
立
伊
豆
総
合
高
校

２
学
年
主
任

髙
木
ゆ
か
り

T
a

k
a

g
i Y

u
k

a
ri

静
岡
県
立
伊
豆
総
合
高
校

２
学
年
担
任

神
戸
美
穂

K
a

n
b

e
 M

ih
o

「絶対にコンテストで優勝する！」と宣言し、生
徒は自分たちでプレゼンテーションの内容を考
え、放課後も練習した。頑張れば出来ることを、
生徒から学んだと、同校の教師は振り返る

「
成
功
に
向
か
う
イ
メ
ー
ジ
」を
体
感
し

学
び
へ
の
姿
勢
が
大
き
く
変
化

興
味
か
ら
生
ま
れ
た
目
標
だ
か
ら

失
敗
す
る
こ
と
す
ら「
楽
し
い
」

ケ
ー
ス

　
静
岡
県
立
伊
豆
総
合
高
校

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
担
当
者
よ
り

生
徒
の
意
欲
が
高
ま
る

体
験
学
習
と
は

高
校
教
育
事
業
ド
メ
イ
ン　
経
営
企
画
室

小
村
俊
平
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生
徒
の
読
解
力
や
表
現
力
の
低
下
を
指

摘
す
る
学
校
現
場
の
声
は
多
い
。「
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
）」
で
も
、
日
本
の
子
ど
も
の
読
解
力

低
下
の
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
国
語
だ
け
で
な
く
各
教
科
で
「
言
語

活
動
の
充
実
」
が
う
た
わ
れ
、
語
彙
を
豊

か
に
し
、
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
を

高
め
る
こ
と
が
す
べ
て
の
教
育
段
階
で
重

視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
３
年
の
国

語
で
は
「
論
説
や
報
道
な
ど
に
盛
り
込
ま

れ
た
情
報
を
比
較
し
て
読
む
」
な
ど
、「
新

聞
や
雑
誌
の
活
用
」
が
「
言
語
活
動
」
の

例
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

語
彙
問
題
と
、
新
聞
の
記
事
を
使
用
し

た
読
解
問
題
で
構
成
さ
れ
た
「
語
彙
・
読

解
力
検
定
」
は
、
語
彙
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
語
彙
の
運
用
力
や
読
解
力
を
あ
わ
せ

て
測
定
す
る
こ
と
で
、
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
で
培
わ
れ
る
べ
き
力
、
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
力
を
総
合
的
に
評
価
で
き
る

検
定
試
験
と
な
る
よ
う
、
２
０
１
１
年
の

実
施
に
向
け
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

名
称
／
語
彙
・
読
解
力
検
定 

開
始
時
期
／
２
０
１
１
年 

検
定
試
験
開
始
（
予

定
） 

実
施
時
期
／
年
間
２
回
（
６
月
・
１１
月
）

対
象
／
小
学
生
〜
社
会
人
ま
で
対
応

　
　
　

11
年
は
、
高
校
生
・
大
学
生
レ
ベ
ル
か
ら

　
　
　

ス
タ
ー
ト

出
題
領
域
／

❶
辞
書
語
彙
：
国
語
辞
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
語

句
・
こ
と
わ
ざ
・
四
字
熟
語
・
慣
用
句
・
故
事
成

語
な
ど
の
意
味
や
用
法
を
出
題
。
社
会
生
活
の
中

で
使
用
さ
れ
る
一
般
的
な
語
句
の
知
識
を
確
認
す

る
。

❷
新
聞
語
彙
：
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
用

語
を
、「
社
会
」「
科
学
技
術
」「
医
療
・
生
活
」「
文

化
」
の
四
つ
の
分
野
か
ら
出
題
。
新
聞
を
読
む
上

で
必
要
な
語
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
語
（
繰
り
返

し
登
場
す
る
語
）
と
時
事
的
な
語
（
そ
の
時
々
の

ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
の
に
必
要
な
語
）
の
二
つ
の
観

点
か
ら
知
識
を
確
認
。

❸
読
解
力
：
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人
語
」
や
社
説
、

コ
ラ
ム
な
ど
を
使
っ
た
読
解
問
題
を
出
題
。
文
中

の
語
句
の
意
味
を
問
う
問
題
を
中
心
に
、
部
分
的

な
理
解
、
全
体
的
な
理
解
を
確
認
す
る
問
題
も
出

題
し
、
総
合
的
な
読
解
力
を
測
定
す
る
。

検
定
の
設
計
／
学
習
指
導
要
領
に
は
準
拠
し
な
い

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
リ
ー
設
計
。
各
級
ご
と
に
試
験

を
行
い
合
否
を
判
定
。

 １級 趣味・教養、企業研修

 準１級
 就職、大学教養修了

  難関大学受験

 ２級 一般大学受験、高校卒業

 準２級 高校段階の学習レベル

 ３級 高校受験、中学卒業

 ４級 中学段階の学習レベル

 ５級 小学段階の学習レベル

社会人
大学生

対象者 等級 到達イメージ

高校生

中学生
小学生

＊級設定など詳細は予備実査の分析結果から設定

思
考
力
や
判
断
力
、

表
現
力
の
向
上
が
目
標

自
ら
学
び
、
考
え
る
力
を
育
て
る
た
め
に

│

「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」開
始

２
０
１
１
年
、
朝
日
新
聞
社
と
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
共
同
事
業
「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

学
力
の
基
礎
で
あ
る
語
彙
力
、
読
解
力
を
高
校
や
大
学
は
今
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
検
定
概
要
と
共
に
紹
介
す
る
。

事例3

学びに向かう
「土台」づくり

「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」の
概
要 

＊
い
ず
れ
も
予
定
で
す

学
校
で
培
う
べ
き
力
と

社
会
で
必
要
な
力
を
総
合
的
に
測
る
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事例３学びに向かう「土台」づくり

　

近
年
、
全
国
の
先
生
方
か
ら
「
生
徒
の
語

彙
力
が
低
下
し
て
い
る
」
と
の
声
を
伺
う
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
教
科
の
専

門
用
語
な
ど
で
は
な
く
、
教
科
書
に
出
て
く

る
日
常
的
な
語
彙
で
つ
ま
ず
く
生
徒
が
多

く
、
そ
れ
が
先
生
の
指
導
の
負
担
を
大
き
く

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
言
葉
は
知
っ

て
い
て
も
、
文
脈
の
中
で
そ
の
言
葉
が
ど
の

よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
問
う

と
、
と
た
ん
に
答
え
に
迷
う
生
徒
が
増
え
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
単
純
に
言
葉
の
意
味
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
真
の
学
力
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　

教
科
学
力
の
土
台
と
な
る
語
彙
力
と
、
文

章
の
中
で
適
切
に
使
い
分
け
る
、
言
わ
ば
語

彙
の
運
用
能
力
を
、
本
検
定
を
活
用
す
る
こ

と
で
身
に
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

語
彙
力
、
読
解
力
は
幅
広
い
世
代
の
人
々

の
考
え
を
理
解
す
る
た
め
の
土
台
と
な
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
本
検
定
を
き
っ
か
け

に
、
生
徒
が
学
ぶ
楽
し
さ
、
知
る
楽
し
さ
に

目
覚
め
て
、
新
聞
や
本
を
自
主
的
に
読
む
よ

う
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
授
業
に
主
体
的
に
臨
む
生
徒
を
、

一
人
で
も
増
や
せ
る
よ
う
本
検
定
を
開
発
し

て
い
き
ま
す
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
学
力
の
低
下
な
ど
、
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
学
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
大
学
生
は
社
会
か
ら
「
社
会

人
基
礎
力
」
や
「
学
士
力
」
な
ど
、
非
常
に

高
度
な
力
を
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
そ

れ
ら
を
高
め
て
い
く
基
礎
は
自
分
の
頭
で

「
考
え
る
こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
考
え
る
」
行
為
に
は
、
語
彙
が
必

要
で
す
。
語
彙
が
豊
富
に
、高
度
に
な
れ
ば
、

思
考
も
複
雑
に
な
る
で
し
ょ
う
。
読
解
は
、

論
理
的
思
考
を
す
る
際
の
訓
練
に
な
り
、
読

解
で
得
た
知
識
は
更
に
思
考
を
助
け
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
で
世
の
中

に
「
情
報
」
が
あ
ふ
れ
る
今
、
必
要
な
の
は

玉
石
混
交
の
「
情
報
」
を
取
捨
選
択
し
て
い

く
力
で
す
。
ま
た
社
会
人
に
な
る
と
、
多
く

の
文
献
や
情
報
を
使
っ
て
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
、
相
手
に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
学
力
だ
け
で
な
く
、
言
語
能

力
を
鍛
え
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
社
会
で
必

要
と
さ
れ
る
能
力
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と

な
る
は
ず
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
次
代
の
日
本
社
会
を
背

負
う
人
材
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
思

考
で
自
ら
考
え
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
素
晴

ら
し
い
人
材
に
育
っ
て
い
く
こ
と
が
、
次
の

日
本
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「語彙・読解力検定」問題イメージ（２級相当）

I：語彙問題
問１　次の語句の意味として最も適当なもの
を、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
「入念」
① 忘れないでおくこと
② 信仰の道に入ること
③ 心の中で唱えること
④ 細かい点まで注意すること
⑤ 一つのことを思いつめ悩むこと

問２　次の意味を表す語句として最も適当なも
のを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
「目的を遂げるために大変な労苦に耐えること」
① 堅忍不抜
② 苦心惨憺
③ 臥薪嘗胆
④ 捲土重来
⑤ 孤軍奮闘

問３　次の語句の用例として最も適当なもの
を、次の①～⑤のうちから一つ選べ。
「すずなり」
① 朝からすずなりの電話で、仕事が手につか
ない。

② 話題作を見ようと、映画館にはすずなりの
客が駆けつけた。

③ 手帳を見ると、来月は予定がすずなりだ。
④ 大学図書館には、本がすずなりに並んでい
る。

⑤ ９月も半ばになって、ようやく風もすずな
りになった。

答え　問 1 ④　問 2 ③　問 3 ②

II：読解問題
２００９年１０月１２日付朝刊天声人語から
　読者からいただく封書に、筆でしたためたものがある。広げつつ A 墨跡を追えば、ご用件にかかわら
ず背筋が伸びる。いわば正装の来客。寝ころんで接するわけにはいかない。和紙には、触れる者の居ずま
いを正す力が宿るらしい。東京・王子の紙の博物館で、企画展「手漉

す
き和紙の今」を見た（１１月２９日まで）。

人間国宝３氏の作も端正ながら、いろんな原料と技法で伝わる郷土紙がいい。和紙とひとくくりにするの
がためらわれる彩りだ。展示の紙々は、近く発刊される「和紙總

そう
鑑
かん
」１２巻の一部という。京都などの有志が、

１０年がかりで各地の１０７０点を集め、和英の解説を付した見本帳である。来春にも８００部が市販される。
一説によると来年は、紙すきの技が大陸から伝わって１４００年にあたる。以来、和紙は書画の世界ばかりか、
住まいにもなじんだ。戸外の光や音、寒暑を、通すでもなく遮るでもない。障子が持つあいまいさ、しな
やかさこそ、自然との「和の間合い」だろう。古川柳に〈薄墨の竹を障子に月がかき〉がある。おそらく
は美

み
濃
の
紙
がみ
の、薄いカンバスに揺れる竹林の淡影。素材として、また媒体として日本文化を担ってきた和紙

の見せどころである。洋紙の世にあって、なお千種を超す紙が全国に息づくのもうなずける。博物館で、
はがきの手作りを体験した。もみじを３枚すき込み、透かしを入れ、郵便番号の赤枠をスタンプで押したら、
B 素人の戯れとは思えぬ 一　C　に仕上がった。この見ばえも和紙のマジックであろう。いつか礼状に
使わせてもらう。

問１　下線部A「墨跡を追えば」の文脈上の意味として最も適当
なものを、次の①～⑤の中から一つ選び、番号で答えなさい。
① 書かれた意図を思うと
② 書かれた筆跡を見ると
③ 書かれた内容の真偽を考えると
④ 書いた人の消息を尋ねると
⑤ 書いた人の思いを察すると

問２　下線部B「素人の戯れ」とはどういうことですか。その説
明として最も適当なものを、次の①～⑤の中から一つ選び、番号
で答えなさい。
① 理念も思想もない者のいい加減な行為
② 体験や経験に劣る者の恐れを知らない行為
③ 経験や知識が浅い者の気楽な行為
④ 教えを請う者のいない自己満足の行為
⑤ 物事に精通せず大局を知らない者の行為

問3　空欄 Cに当てはまる語と
して最も適当なものを、次の①
～⑤の中から一つ選び、番号で
答えなさい。
① 葉
② 節
③ 枝
④ 冊
⑤ 本

答え　問 1 ②　問 2 ③　問 3 ①

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
担
当
者
よ
り

朝
日
新
聞
社
担
当
者
よ
り

「
学
び
、知
る
楽
し
さ
」
に

生
徒
が
気
づ
く
検
定

高
校
教
育
事
業
ド
メ
イ
ン　
経
営
企
画
室

高
田
貴
史

「
考
え
る
」土
台
を
鍛
え

次
代
を
担
う
人
材
を
育
成

社
長
室　
教
育
事
業
セ
ン
タ
ー

根
岸
佳
代

29 2010 EXTRA EDITION Vol .1



　
「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」
に
対
し
て
、

生
徒
の
学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

や
学
力
の
検
証
と
い
う
機
能
を
期
待
す
る

声
が
既
に
高
校
現
場
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
生
徒
の
語
彙
力
、読
解
力
の
現
状
と
、

「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」
の
可
能
性
を
、

北
海
道
旭
川
北
高
校
・
国
語
科
の
中
村
康

広
先
生
に
伺
っ
た
。

　

中
村
先
生
は
「
生
徒
に
対
し
て
、
近

年
、
特
に
日
常
的
な
語
彙
力
の
低
下
を
感

じ
る
」
と
語
る
。

　
「
難
解
な
語
の
意
味
を
間
違
え
る
と

い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
常
的
な
言
い

回
し
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、
主
語
が

二
つ
存
在
す
る
よ
う
な
文
章
を
書
く
生
徒

が
増
え
て
い
ま
す
。
生
徒
が
接
す
る
大
人

の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
忙
し

く
て
読
書
の
時
間
が
確
保
で
き
な
い
こ

と
、
社
会
全
体
が
『
意
味
が
通
れ
ば
細
か

い
こ
と
は
良
い
』
と
物
事
を
単
純
化
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
し
ょ
う
」

　

中
村
先
生
は
「
語
彙
力
や
読
解
力
を
高

め
る
に
は
新
し
い
言
葉
や
文
章
に
接
す
る

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
」
と
考
え
、

朝
読
書
で
評
論
文
を
読
ま
せ
た
り
、
授
業

で
自
分
の
考
え
を
書
か
せ
た
り
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
授
業
で
は
評
論
文
な
ど
の
『
読
み
解

き
方
』
を
教
え
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
と

に
か
く
た
く
さ
ん
書
か
せ
て
い
ま
す
。
生

徒
が
考
え
る
状
況
を
作
る
に
は
、
書
く
の

が
一
番
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
例

え
ば
、
同
じ
テ
ー
マ
に
関
す
る
二
つ
の
文

章
を
読
ま
せ
て
概
要
や
相
違
点
、
更
に
自

分
の
意
見
を
書
か
せ
ま
す
。
意
見
を
自
由

に
書
か
せ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
上
で
重
要
で
す
」

　

書
か
せ
た
も
の
の
添
削
に
時
間
を
か
け

る
よ
り
も
、
構
成
や
表
現
に
優
れ
た
も
の

が
あ
る
文
章
、
接
続
語
の
工
夫
で
も
っ
と

読
み
や
す
く
な
る
文
章
な
ど
、
そ
の
時
々

の
観
点
で
い
く
つ
か
作
品
を
選
び
、
生
徒

に
提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
語
彙
力
、
読
解
力
を
伸
ば
す
た
め
の

指
導
で
あ
っ
て
も
、
教
師
が
面
白
い
と
感

じ
な
い
取
り
組
み
は
生
徒
も
面
白
い
と
思

い
ま
せ
ん
。
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
に
は
、

教
師
も
面
白
が
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　

生
徒
が
「
語
彙
が
増
え
、
言
葉
に
こ
だ

わ
っ
た
か
ら
読
書
や
授
業
が
面
白
く
な
っ

た
」
と
実
感
し
、「
も
っ
と
別
の
も
の
を

読
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
る
こ
と
が

大
切
だ
と
中
村
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
「
生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
て
い
く

の
が
語
彙
力
、
読
解
力
で
す
。
新
し
い
検

定
が
、
生
徒
が
自
ら
の
成
長
を
確
認
す
る

機
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

北海道旭川北高校
国語科
中村康広
Na k a m u r a  Ya s u h i r o

高
校
生
の
語
彙
力
、
読
解
力
の
現
状
と
、

そ
の
向
上
へ
の
取
り
組
み北海道

旭
川
北
高
校
　

中
村
康
広
先
生

新
し
い
文
章
や
言
葉
に
触
れ
る

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要

語
彙
力
、
読
解
力
が

生
徒
の
知
的
好
奇
心
を
高
め
る

高
校
現
場
は
こ
う
考
え
る

語
彙
は
学
力
向
上
に
不
可
欠

　
「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」
の
開
発
に
先
立
っ

て
、
教
科
の
語
彙
力
と
知
識
活
用
力
の
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
東
京
大
、
東
京

学
芸
大
、
東
京
工
業
大
の
教
授
、
元
教
授
ら

と
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
開

発
担
当
者
が
共
同
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
教

育
テ
ス
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
）」
が
、

０８
年
１
〜
２
月
、
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。

　

国
語
、
算
数
（
数
学
）、
理
科
、
社
会
の
４

教
科
に
お
い
て
、「
教
科
学
習
に
関
係
す
る
語

彙
問
題
（
２４
問
）」
と
「
教
科
知
識
を
活
用
す

る
問
題
（
２
大
問
）」
を
解
い
て
も
ら
い
、
結

果
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
教
科
に

お
い
て
も
、
語
彙
問
題
の
得
点
が
低
い
子
ど

も
は
、
活
用
問
題
の
得
点
も
低
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
０９
年
に
は
大

学
生
を
対
象
に
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

や
は
り
同
じ
よ
う
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。

　

語
彙
力
を
上
げ
れ
ば
知
識
活
用
力
が
す
ぐ

に
伸
び
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
教
科
の
用
語

を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
学
力
を
付

け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

語
彙
は
学
力
向
上
を
図
る
上
で
、
欠
か
す
こ

と
が
出
来
な
い
要
素
と
い
え
る
。

教科語彙力
と

知識活用力
の

関係
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事例３学びに向かう「土台」づくり

　

大
学
の
学
び
は
、
高
度
な
語
彙
力
、
読

解
力
を
土
台
と
し
て
主
体
的
に
調
べ
、
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
て
伝
え
る
こ
と
が
出

来
て
初
め
て
成
立
す
る
。
し
か
し
近
年
、

多
く
の
大
学
で
学
生
の
正
し
い
日
本
語
を

使
う
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
法
政
大
で
初
年
次
教
育
な

ど
を
通
じ
て
日
々
学
生
の
指
導
に
当
た
る

小
林
ふ
み
子
准
教
授
も
「
語
彙
力
が
低
下

し
た
入
学
者
が
増
え
て
お
り
、
正
し
い
言

葉
で
表
現
さ
せ
る
指
導
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
る
」
と
語
る
。

　
「
講
義
で
知
ら
な
い
言
葉
に
出
合
っ
て

も
、
自
発
的
に
調
べ
よ
う
と
し
な
い
学
生

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、資
料
や
文
献
の
理
解
が
浅
い
た
め
、

討
論
の
場
で
『
〜
っ
ぽ
い
感
じ
』
と
述
べ

る
な
ど
、
自
分
の
考
え
を
適
切
に
表
現
で

き
な
い
入
学
生
も
目
に
し
ま
す
」

　
「
読
み
書
き
に
自
信
が
な
い
言
葉
が

あ
っ
た
ら
辞
書
を
引
こ
う
」
と
学
生
に
繰

り
返
し
伝
え
る
こ
と
が
大
学
教
員
に
も
必

要
に
な
っ
た
と
小
林
准
教
授
。
１
年
生
対

象
の
「
基
礎
ゼ
ミ
」
で
は
、
初
年
次
教
育

と
し
て
大
学
で
の
学
び
方
を
指
導
す
る

が
、
最
近
で
は
言
葉
の
正
確
な
理
解
・
表

現
の
指
導
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
レ
ポ
ー
ト
返
却
の
際
も
、
誤
っ
た
言

葉
遣
い
を
見
逃
さ
ず
に
指
摘
す
る
な
ど
日

常
的
な
働
き
掛
け
が
重
要
だ
と
言
う
。

　
「
語
彙
力
、
読
解
力
が
な
い
と
、
文
章

を
咀そ
し
ゃ
く嚼
で
き
ず
、思
考
も
深
ま
り
ま
せ
ん
。

法
政
大
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
を

除
く
多
く
の
入
試
方
式
で
論
述
式
の
問
題

を
課
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
考
え
を

自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
学
生
に
入
学

し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
大
学
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
言
葉
に
対
す
る
関
心
や
好

奇
心
を
も
っ
と
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

入
学
者
の
語
彙
力
の
低
下
を
各
大
学
が

感
じ
る
一
方
で
、
学
士
力
の
確
保
な
ど
、

大
学
教
育
に
対
す
る
社
会
の
要
求
は
確
実

に
高
ま
っ
て
い
る
。
入
学
時
か
ら
就
職
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
学
生
の
指
導
に
当

た
っ
て
き
た
岡
本
直
輝
教
授
は
、「
就
職

活
動
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面
接
な

ど
で
、
語
彙
力
や
表
現
力
が
企
業
か
ら
厳

し
く
問
わ
れ
て
い
る
」
と
語
る
。

　
「
１
、２
年
次
の
段
階
で
、
自
分
の
考
え

を
整
理
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
経
験
を

積
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

最
近
の
学
生
は
読
書
量
が
少
な
い
上
に
、

友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
減
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
生
へ
の
多

様
な
情
報
の
イ
ン
プ
ッ
ト
の
機
会
と
、
そ

れ
を
自
分
の
中
で
消
化
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
機
会
を
意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
が

大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

文
系
学
部
で
１
年
次
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
「
基
礎
演
習
」
は
、
ゼ
ミ
形
式
で
課

題
学
習
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

し
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
体

験
す
る
。
更
に
、
説
得
力
の
あ
る
文
章
を

書
く
た
め
の
「
実
践
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
を

一
部
の
学
部
で
導
入
し
て
い
る
。

　

岡
本
教
授
自
身
は
、
学
生
に
新
聞
を
読

ん
で
意
見
を
ま
と
め
、
投
書
さ
せ
る
こ
と

を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
企
業
が
求
め
る
の
は
、
幅
広
い
教
養

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持
っ
た
学

生
で
あ
る
こ
と
は
、
内
定
状
況
か
ら
も
明

ら
か
で
す
。
新
聞
を
授
業
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
幅
広
い
角
度
か
ら
社
会
の
動
き
を

知
り
、
ま
た
意
見
を
書
く
こ
と
で
、
面
接

の
場
な
ど
で
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
力
を

身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

語
彙
力
、
読
解
力
の
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
を
今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

考
え
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
で
き
る
学
生
を法政

大

幅
広
い
教
養
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
を
培
う

立
命
館
大

日
常
的
な
働
き
掛
け
で
言
葉
へ
の

関
心
や
好
奇
心
を
育
む

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

学
び
の
中
に
意
図
的
に
つ
く
る

大
学
は
こ
う
考
え
る

法
政
大

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

小
林
ふ
み
子
准
教
授

K
o

b
a

y
a

sh
i F

u
m

ik
o

立
命
館
大

入
学
セ
ン
タ
ー
部
長

岡
本
直
輝
教
授

O
k

a
m

o
to

 N
a

o
k

i
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VIEW21臨時増刊号Vol.1「学びに向かう高校生をいかに育てるか」をお読みいただき、

ありがとうございました。

高校生へのインタビュー、教育現場と企業との座談会、学びに向かう生徒育成を目指した

取り組み事例、いずれの記事も、今後の学校づくりだけでなく、進路指導の枠組みづくりや、

日常の教科指導・生徒指導に向けて何かのヒントを提供できればとの思いで企画、編集致

しました。

いまは、時代の転換期であり、また、将来への足元を固める時期でもあります。簡単には

解決し得ない課題が山積していますが、私たちベネッセコーポレーションは創業以来、学

校組織の持つ変化への対応力をずっと見続けてきました。多くの先生方の、生徒を想う気

持ちが強くあったからこそ、学校は変化し続けてこられたのだと思います。先生方のその

強い想いが、これからの時代に向けてより良い形で実を結ぶことを信じています、そして

願っています。

来年１月に発刊予定の臨時増刊号 Vol.2 では、そうした想いを形にする際に、押さえてお

く必要がある高校・高校生と大学との関係に焦点を当てた企画を考えています。

今号への率直なご意見をいただきながら、次号の企画を検討してまいります。

今後とも、ご指導をよろしくお願い致します。

VIEW21臨時増刊号編集部一同

高校版　臨時増刊号　Vo l . 1 ２０１０年7月5日発行

山河健二
松田　実
（株）ベネッセコーポレーション　教育事業本部　高校教育事業ドメイン
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（有）ペンダコ
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ヤマグチイッキ、川上一生

ＶＩＥＷ21 臨時増刊号編集部
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編集後記

2010

発行人
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印刷製本
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撮影協力

◎「人間は死ぬまで夢をもて！ その夢が叶わなくても、しょせん夢
だから。」佐賀のがばいばあちゃんのように、しなやかに元気に生
きる率先垂範を大人全員がやらねば、と決意した編集でした（松田）
◎今回インタビューした高校生が「あなたにとって授業って何？」

との問い掛けに「先生の人生経験を感じ、人生の先輩から授業を通して将来を
学ぶこと」と答えてくれました。先生方の仕事の素晴らしさと重要性を改めて感
じました（梅井）
◎先日、座談会に参加してくれた高校生の夢を見ました。短い時間の中で投げ掛
けてくれた「想い」に強烈な印象を受けたせいなのでしょう。彼らの「やる気」
を押すツボを、今後も探して行きたいと思います（榊原）
◎「学びに向かう高校生をいかに育てるか」という高い志のタイトルに悩みました
が、模試復習イベントなどで一生懸命学びに向かう多くの生徒たちや、学びを支
える先生方や大学生講師に出会い、実現の可能性を確信しました（国枝）
◎『教科外学習で学びに向かう』のコーナーを担当しました。「講座を通じて生徒
の思いがけない才能に気づいた。生徒が出来るまで信じ、待ってあげることの大
切さを感じました」先生の言葉に胸が熱くなりました（今西）
◎学びが面白くなるための起点となるものは何かを考えさせられました。新しい事
を受け止め、考える事を経たアウトプットの蓄積が更に新しい事を理解する力を
養う。その起点の一つはやはり日本語だと実感する取材でした（二瓶）
◎臨時増刊号では、私たちベネッセコーポレーションの教育に対する姿勢と意志
を強く発信しました。「VＩＥＷ21」通常号とは少しトーンが異なりますが、お伝
えしたいメッセージは共通です（小泉）

VIEW21高校版・臨時増刊号に関する
ご意見、ご感想を

編集部にお寄せください。
E-mail

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

次号（臨時増刊号Vol.2）に向けて
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